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n
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心
的一ι

さ
ム
ド
、
宏
一
九

r
u
r
十
ド
戸
J
ヘ
戸
ト
の
開
設
で
は
、
杵
台
後
、
郎
幹
川
内
主
主
仁
↓

h
O
万
川
の
徒
費
を
支
給
す
ヲ
ヲ

τを
伏
先
し

J

川

、

山

一

三

/

た
、
以
役
、
政
有

-
H
川
コ
省
は
、
右
対
紙
五
一
と
持
田
呈
ぷ
ー
の
処
遇
に
つ
い
て
双
刀
の
官
民
の
つ
つ
、
交
泌
を
続
け
る
い
か
、
内
向山手法人4
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主
比
は
の
例
秒
一
本
f
h
釦
}

J

一
に
特
別
の
礼
沼
し
人
特
山
、
J
U
L

与
え
る
こ
と
、
(
匹
十
八
八
民
家
公
示
に
は
、

一
礼
賛
と
予
三
、
一
{
む
ノ
了
額
」
を
丈

(
五
)
大
ヘ
ム
ネ

E

公
家
の
一
切
り
す
川
一
務
は
、

包
内
科
叫
が
管
仰
す
る
と
ノ
、

レ
凡
「
る
こ
と

山
間
平
日
門
ヱ
日
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の
私
京
院
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仲
は
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ま
ま
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払
右
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K
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y
ず
る
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で
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っ
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じい
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な
っ
て
、
十
小
川
内
政
府
は
、
韓
両
呈
寸
の
処
忍
に
川
河
ゴ
ヅ
フ
ザ
最
も
山
内
し
い
説
書
案
を
「

4
R
W
一
統
髭
的
山
小
、
主

間
作
八
円
一

ノ

部
広
見
二
長
々
宮
内
山
首
案
ヲ
修
正
一
し
た
と
付
記

L
一
最
早
此
川
県
正
ノ
余
地
ナ
ぐ
/
一
と
告
げ
て
絹
町
市
川
に
注
刊
し

戸
ワ
ヨ
ミ
む
つ

、
1
v
E

耳
主
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点
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ム
草
川
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で
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、
結
監
府
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ド
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七
ー
羽
円
十
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ハ
九
J

ト
議
ご
」
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し
た
統
監
阿
茶
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認
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ら
れ
ず
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変
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さ
れ
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い
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十
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ふ
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議
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至
上
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岱
シ
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汚
め
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7

一
ト
潟
、
ン

ー
)
上
ヂ
ス

月

日
、
山
一
秀
雄
統
監
秘
主
官
は
、
此
京
市
京

設
庁
と
品
刈
当
が
続
拾
わ
市
楽
に
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し
て
む
な
っ

f
修
止
に
ハ
刈
l
v
f
¥

門
内
閣
主

rJし
い
百
一
九
に
Z
U
叩
刊
を
返
り
「
子
二
ー
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ナ
ル
『
F
入
字
口
町
ウ
ル
ト
豆
半
ハ
従
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ノ
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叫
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ナ
ノ
ル
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円
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町
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タ
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方
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↑
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メ
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と
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え
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こ
れ
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「
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け
た
柴
山

は
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制

l
、
児

l
統
監
秘
吉
守
い
に
対
し
て
統
治
問
測
の
害
見
を
人
れ
た
補
門
止
の
パ
ロ
F
J
1
を
出
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で
も
構
わ
な
川
が
、
況
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依
J

止
し
て
川

る
諸
井
一
挙
を
宝
田
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一
直
す
こ
と
は
川
出
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あ
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寸
内
統
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に
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え
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一
一
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1
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k
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-
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に
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守
山
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片
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児
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杭
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柴
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門
U
L
3
H
Z
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仁
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狩
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什
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司
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問
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右
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古
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と
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仁
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伸
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司
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又
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叫
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滋

に
つ
い
て
は
、
]
内
統
監
の

二
、
H
d
i
u
月

、
f
i
t
-

¥
 

~
ノ
i
ノ

ヱ
」
を
ぷ
J

l

に
改
め
る
J
い
う
梨
市
村
も
FA
円
入
れ
る
か
た
ち
?
、

九

情_U<iL主! F.;-l r:i・1-382) 1112 〆201:L111 



月
二
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仇
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仰
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叩
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概
遇
、
，
ペ
(
以
一
一
帯
A
門

?
と
昨
件
L
9
4
J

長
合
川
島
る
」
山
中
川
ぜ

収
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岡
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仙
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潟
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シ
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榊
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叫
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岬
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一
一
二
ノ
令
E
n
夙
一
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叫
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述
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司
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ノ
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ヲ
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司
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述
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介
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司
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さ
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、
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右
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叶
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鮮
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友
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佐
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司
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わ
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鮮
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さ
れ
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苦
r
婦
ハ
軒
鮮
民
氏
ノ
収
係
三
?
で
ノ

Jコ
n 
J 
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完全件

記

筏

市
凶
幌

訪
れ
佼

市
ハ
佼

市

t限
内

と~接・m:~.生 :[i!j授のをE存

時

1
4
1

山~一時

市

1
Z川
燥

時前

i
ハ
快
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市

l
i
探

イほ:

日
ハ
宇
十
ノ
刊
在
ノ
ー
拡
一
一
ン
一
日
白
一
詩
ノ
構
防
止
ヲ
字
ケ
サ
ル
者
及
門
地
又
ハ
功
牧
万
ア
ワ
タ
ル
朝
鮮
日
人
二
之
口
一
一
話
ケ

伊
ハ
、
f
、住ド/一
4
M
M

ノ
五
竿
ト
ス

市
=
之
校
ク
ル
ヘ
柏
4
i
J
ノ以一
r
、
竹
内
六
伸
之
ア
ギ
行
ス

L
h
r
V白
川
と
で
，
爵
一
一
昨
比
一
ン
帯
広
今

依
ル
古
川
町
特
ト
日
一
ノ
博
高
吋
子
ゲ

/
可
苦
ノ
婦
ハ
主
ハ
2

人
ノ
詩
v

阿
古
7

ヘ
ル
時
過
氏
名
惰

J

ノ
了
力

れ
品
者
ノ
軍
指
其
ノ
一
本
一
一
在
ル
L

ヰ
ハ
お
-
立
抗
、
ノ
版
記
ァ
伝
J
7

門
戸
ソ
メ
ル
仁
」
戸
ノ
格
通
止
υ
行
記
プ

J
ん

7
ン
ム

ノーいり者
r
y
z
山県ニ
d

子
方
一
一
抱
2
7
タ
ル
吉
川
口
地
杭
L

司
一
ノ
時
一
前
生
貴
族
ノ
扶
郁
山
守
」
7
ク

川
口
柑
父
、
一
札
、
げ
ん
、
ー

同
つ
F

襲
々
勺
ト
ヲ
μ
バ
ヘ
キ
旧
作
法
人
及
町
一
ノ
納
長
凶
男
子
、

U
Mパ
ハ
ノ
E
H
d
p
d
l
J

ベ
l
t
ハ
ヰ
(
ノ
川
長
町
三

削
一
抗
一
一
拍
ケ
タ
ル
守
ノ
配
偶
語

同

町

じ

山

注

)

、
、
、

パヲノ故ク、
J/
 

ソ
ヤ
ル
ト
キ
ハ
襲
同
町
プ
勅
計
七
一
プ
ル
ル
」
卜
L

ン

〈
ホ
和

止

i王

h
品
h

わ
Mm
九
州
市
ハ
捻
又
ハ
市
仁
保
ノ
程
泊
コ
ノ
づ
f

ク
ヘ
司
直
ノ
専
一
旬
一
一
同
一
ン
り
い
お
ピ
ャ
必
安
ノ
事
項
勺
旦
内
人
以
之
ヲ
管
芋
ス

/
主
な
れ
凶
籍
7JH山
I
ベ
一
ン
グ
パ

i

p

y

丸
ハ
禁
鋼
若
ハ

f
h川
口
ノ
中
ノ
宣
告
胃
ノ
叉
ヶ
長
ノ
政
斗
γ
昨
宏
一
ン
タ
ル
i

p

ハ
立
ノ
川
町
ヲ
牛
ハ
プ

第
六
絞

F

人
ハ
仏
ね
じ
続
ノ
情
通
ヲ
享
ク
ヘ
汗
枠
合
取
ノ
鳩
山
一
-
一
一
戸
何
人
ル
ト
ー
ハ
去
が
ノ
山
氏
栴
J

除
ユ
ベ
ハ
兵
ノ
程
過
一
フ
出
止
ス

ケ肘
M
少

h
f

ノ
各
放
ノ
一
一
二
川
市
一
ヘ
ル
L

↓
、
品
ヲ
h
J

ぬ
よ
イ
一
メ
ベ
ハ
主
ノ
陸
坦
ヲ
停
l
A
ハ帆
f
lリ〈

山

h
、ノ
d
F
布一
f

二
円
L
U
V

吋

A

M

u
一τρ
ー
ニ
F

M

V

U
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口
氏
ノ
け
川
勺
す
ノ
保
ツ
了
一
ト
前
ハ
作
ル
者

写
ノ
訣
ク
ノ
行
協
F

バ
者

凶

宮
内
五
日
ノ
命
令
「
人
ハ
不
能

坤

7
告
は
山
小
」

違
反
シ
治
拡
牛
司
直

む
に
打
ん
ら
れ
る
上
う
い
、
判
制
正
一
民
放
ム
ー
ド
長
つ
い
¥
「
宇
土
ノ
羽
在
ノ
許
探
」

で
、
呈
械
の
村
過
を
亨
け
な
い
者
お
よ
げ
「
門
以

又
ハ
功
労
一
の
あ
っ
た
校
鮮
人
に
対

L
1北
鮮
貴
扶

2
し
て

1法
百
マ
以
ア
一

J
公
少
女
川
廿
干
場
一

の
刊
山
ム

f
や
一
掃
す
け

信

有
印
民
汗

t
M
一
ノ
ム
心
演
を
亨
け
台
。
、
ま
れ
二

ih鼠
背
/
綿
一
に
も
一
其
ノ
i
ん
/
爵
二
町
当
ス
ル
LL
山
庶
民
此
竹
内
」
を
、
え
ら
に
有
爵

v
nノ
J
G
 
{
J
給
料
の
一

y

訴
訟
」
に
対
し
て
も
一
華
JK?
門

ノ

札

E
」
を
そ
れ
ぞ
れ
宇
け
メ
什
亡
、
抗
日
間
賞
訟
と

L
て
『
挟
に
年
Y
J
一
ヲ
る
地

位
と
待
η
口
が
与
え
、
り
れ
た
の
一
じ
め
る
…

上
述
の

2
w
E功
臣
の
机
一
一
h
M

ヘ
処
遇
」

は、

4
1
訟
い
い
同
円
十
主
に
対
す
る
処
遇
と
同
様
山
一
斡
川
伊
台
条
約
」
(
第
ー
と
向
一
門
叶
ハ
キ
陸
皇
必

法
ド
ハ
勲
功
ア
凡
詩
人
子
三
【
J

将
一
一
表
彰
ω
ノ
渇
ス
ワ
、
士
一
再
寸
リ
ド
認
メ
タ
ル
者
二
針
〆
来
辺
司
氏
ケ

H
岡
山
ヘ
ょ
っ
ン
内
ハ
ノ
ヘ
~
ン
」
)
に
基
づ

く
も
の
で
為
っ
た
υ

第
一
辛

幸
一
民
約
授
の
変
容
と
川
市
秩
寮
の
設
置
“
二
等
沼
氏
の
創
市
山

山
享
い
お
い
亡
述
べ
え
よ
へ
な
経
緯
を
経
ご
ア
公
取
、
朝
鮮
員
協
が
創
設
さ
れ
た
が
、
本
~
早
で
は
、
そ
の
創
し
は
じ
♂
じ
太
の

A
伏
-

M

平

叫
れ
州
川
度
い
と
の
よ
う
な
変
討
を
な
u

た
ら
し
た
か
、
ま
た
王
民
族
y
一円
4

民
、
開
山
此
川
貴
ー
致
、
v
+
v
r
扶
と
の
山
に
、
こ
の
よ
う
な
明
位
リ
淀
川

wa
権

限
弘
ー
の
芯

R
が
あ
り
、
ぞ
れ
が
い
の

E
う
な
立
義
を
有
し
じ
い
た
が
な
ド
に
つ
い
し
示
秩
支
の
設
主
ー
の
司
法

γ
も
一
日
及
し
な
デ
ら
考

戸
吊
し
た
い
。
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烹
公
族
・
朝
鮮
麗
篠
の
閣
法
上
の
位
置

人
以
院
は

ι
d山
川
の
「
礼
町
地

キ
ろ
け
る
の
て
あ
る
か
ら
、
三
民
で
は
な
い
子
、
け
川
十
昨
日
は
、
そ
も
そ
も
呈
一
肢
の
「
引
尚
二
を
う
け
な

L 、

ア
ヶ
の
意
味
で
は
、

こ
の
区
EE?以

ア
公
私
以
は
、
辛
口
山
一
の
!
?
ド
、
三
市
抗
の
h

山
一
叫
に
件
直
づ
け
い
つ
れ
た
と
炉
さ
れ
る
の
で
あ
る

ム
(
γ

八
け
一
立
」
午
一
月
じ
一
勺
λ

川
の
皇
室
ん
i

事
A

t
号
干
ヘ
ム
京
競
範
一
川
中
市
川
口
条
モ
ヘ
ム
技
ノ
疋
仕
ハ
皇
族
三
台
、
ェ
;
一

な
ど
の
制
定
に
よ
っ

F

、

-
整
川
市
同
九
れ
て
巧
確
化
す
る
が
、
法
的
に
は
、
民
に
紹
介
し
た
「
持
制
y

弁
人
「
条
約
一
石
よ
び
し
に
述
べ

た
r
H
ぃ
叫
に
お
い
て
一

h
u
一〈

J

)
午
の

に
基
川
て
U

も
い
?
っ
で
ま
っ
て
い
た
と
阿
川
釈
さ
れ
る
、

R
A
A
J
川川

一¥一山半円

ー

ι私
は
考

え
と
い
る
c

す
な
わ
ん
、

公
設
の

hi
十
同
十
山
市
山
直
心
、
法
杭
吋
ノ
J
E
(
1
持
八
条
fh」
と
一
封
書
一

に
よ
っ
て
裏
付
り
ら
れ
た

」

と
し
て
は
、
客
向
性
を
も
コ
て
い
ち
hbγ

ソ
定
ま
っ
て
い
た
と
一
μ
え
る
の
で
あ
る
こ
の
こ
と
は
、
悦
に
仲
介
J
q
L
品
窒
制
度
者

の
μ料
品
わ
い
恒
術
院
に
ぶ
い
て
ナ
ペ
r

山
小
一
さ
れ
た
企
子
宝
太
郎
」
絡
み
n
委
員
、

の
苫
、
見
、
宗
秩
寮
の
事
務
心
い

J

掌
市
山
川

d

か
ら
も
川
断
さ
れ
る

?〕
1
p
u
、
当
時
的
日
明
石
は
、

75、
で
は
な
か
っ
と
と
一
E
わ
札
て
い
る
す
ハ
久
信
之
介
氏
は
副
書
一

」
の
起
亨
に
関
わ
っ
介
伊

と~接・m:~.生 :[i!j授のをE存

京
三
代
治
も
「

i
公
判
伐
の
国
り
一
上
の
や
置
は
主
計
か
、
ぞ
れ
し

f
u
同
取
い
只
で
あ
る
の
か
」

一
ま
ょ
っ
と
い
た
の
で
は
な
、
か
と
思
わ

れ
る
、
こ
、
詔
4
寸一八
T
U

布
か
お
り
1

ハ
年
伎

ム
n. 

ー
ハ
一
た

1
立
)
年
ム
八
月
上
旬
k

仁
伊
烹
か
I
八
川
町
重
伝
出
相
、
ー
刊
多
町
悦
笠
宮
相
に
捉

の
の
丈
百
を
恭
一
げ
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

出

L
た
「
己
主
制
作
へ
-
打
査
読

ま
た
ー
ロ
宮
川
引
由
民

H
f
u一昨一

の
提
出
を
契
機
に
一
九
一
六

j、

立

年

恥
別
委
員
会

h
h
山

I
に
設
間
与
れ
た
品
主
判
官
ご
を
市
ム
以

九
-
ハ
刊

さも

の
ι世
一
夜
仁
お
い
て
ら
「
y
州
首
一

M
 

1

惜
川
台
記
約
L

の
正
義
小
寸
に
関
連
し
て

i
'ハ
一
ー
け
の
同
伏
木
り
位
青
が
、
議
題
と
さ
れ
h
J
J
d

と
を
自
閉
ま
ち
試
が
一
机
一
介
さ
れ
て
い
る

U

一
喝
ス
ル
法
規
ノ
b

一
川

仁イJ

「
主
扶
ト
王
族
卜
ノ
斜
山
政
一
一
一
司
ス
パ
ル
)

五

:J) 
~， 

KイJ
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こ
こ
で
ま
ず
、
相
古
川
が
一
皇
雫
制
度
内
合
一
議

の
山
中
で

公
伎
の
料
法
ャ
一
の
り
i

置
は
阜
仲
肢
か
、
そ
れ
と
も
一
般
肖
以
で
あ
る
の

ま
よ
っ
て
い
た
の
ぜ
ほ
な
い
と
ト
と
也
わ
れ
る
」
と

L
C
I同
久
氏
子
学
げ
つ
れ
た
よ
市
41
見
て
み
よ
う
=

功、

" ノし

fて
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比
他
、
他
日
?
H
4
J
ノ
ア
手
掛
斤
セ
一
ノ
ル
ル
コ

1
ア
ル
一
↓
円
h
7
ハ
サ
ハ
/
守
也
1
札
羽

1
ロ
加
川
一
ス
ヘ
キ
カ
ノ
一
向
い
足
ホ
ぜ
ス
牛
七
日
川
ル
ヘ
カ
弓
ス
c

九
九リ

μ
父、問3

 

n
4
2
 

qj}少
主J

 
¥
 

ノ阪
〆

大

L
Y

扶
会
荻
ノ
臼
法
i
ノ
品
位

ハ
持
一
二
読
卜
い
ノ
礼
遇
マ
ラ
ヘ
一
y

ロ
一
プ
パ
ム
+
伏
、
規
定
可
欠
相
ノ
7
1
ι

保
出
一
ス
ヘ
カ
一
y
ス

v

歪

、
、
、
、
、
、
司
、
、
、
、
、

レ
b

ル
モ
ノ
一
ン
一
ア
、
女
性
将
一
F

ノ
阜
族
一
非
ザ
ル
ハ
仰
ー
へ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

守
主
レ
叶
ノ
ル
阿
川
L

ナ
レ
ハ
γ

寸リ

欣
一
一
皇
パ
ー
同
社
ヲ
l
h
メ
ド
主
永
ノ
為
-
一
規
丘
、
ピ

ラ
レ
タ
ル
H
R
C
不
人
J

主
ノ
他
ノ
I
山
克
ハ
弘
別
ノ
川
叫
条
ワ
y
r
E
け
ル
説
ム
，
ノ
状
桔
一
二
恥
ハ
テ
悶
コ
パ
ノ
「
紋
公
山
氏
一
一
連

M
J八
ハ
準
町
ヒ
フ
ル
ヘ
キ
限
一
一
な
ノ

ス
C
M
M

フム，

K
ノ
回
I
A

ノ
か
も
ヲ
烹
ス
ル
λ

ふ
ハ
取
一
「

校

H
n
Aヤ
円
以
ノ
一
町
ナ
よ
」
J

如
ン
1
F

山県、
j
t

、
京
、
ン
テ
然
リ
ト
ヒ
ハ
特
-
一
主
桜
山
ノ
内
ヲ

円
ノ
泊
、
ン
タ
マ
ァ
一
川
ノ
味

m
靖
州
内
一
二
日
恥
ア
古
タ
ン
ク
叶
日
ス
ル
モ
ノ
よ
↓
什
ハ
ヤ
叶
ル
ヘ
カ
ア
ス
ー
是
レ
中
一
」
九
法
制
ノ
欠
漏
不
備
一
一
職
山
リ
〈
古

一9
J

ハ川「
l

N

ヲ
川
刊
ス
(
防
庁
ば
、
高
久
氏
)

C

冊
υ

束
は
、
む
の

l
J
2
tじ

ノ
同
法

E
ノ
地
位
一
一
半
一
J

ハ
全
仕
、
規
J

疋
ヲ
山
内
如
、
ン
一
F
立
法
制
川
ス
ヘ

η
ラ
ス
」
ー
と
注
べ
な
が
ら
、

続
い
て
一
ー
帯
十
枚
公
族
ハ
特
一
円
桜
入
、
同
一
ノ
礼
遇
ヲ

7
ヘ
一
プ
レ
タ
ル
モ
ノ
二
ン
ア
立
件
汽
ノ
門
リ
十
校
二
五
サ
ド
ル
ハ
、
何
人
モ
疑
ヲ
一
体
-
レ

サ
ル
所
ト
ノ
レ
ハ
づ
リ
」
と
注
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
彼
は
、

i
公
族
は
皇
伎
に
同
一
ノ
礼
遇
ヲ
ヲ
ヘ
ラ
レ
て
は
こ
々
が
、
そ
の

げ
H
R

」
ば
、
早
校
〉
阿
じ
で
は
な
く
、
内
+
扶
待
遇
、

つ
ま
り
山
町
一
に
体
ず
る
地
?
で
あ
る
一
、
と
t

乞
明
ら
か
に
〕
て
い
る

r

つ
ま
り
彼
は

1
4
J山ま

」
仁
お
こ

こ
い
う
人
一
円
十
↓
4
恥
f

円
の
「
特
に
匂
主
一
持
池
山
村
料
等
(
役
込
一

川
=
~
円
日
中
ず
か
ザ
川
川
、
)
で
は
な
く
、
旦
仮
に
準
ず
る
「
特
じ
尽
き
待
遇
「
特
杭
冬
一

ζ

い
へ
意
味
で
月
い
て
い
る
の
で
あ
る

に
か
も
、
付
間
半

て
ヱ
公
一
長
の
「
司
法
上
ノ
地
位
ヲ
案
ス
ル
ト
よ
パ
敢
ァ
般
亘
民
卜
れ
ノ
?
f
j
γ

所
す
L
r

カ
知
ン
ト
政
ト
コ
す
な
わ
ち
、

一
れ
臣
民
と

口
日
引
が
つ
か
な
い
よ
司
ノ
に
い
削
ノ
ス
ふ
け
れ
ど
も
、
も
し
、
で
の
よ
へ
な
処
置
を
す
れ
ば
「
皇
広
ノ
礼
ヲ
以
一
フ
遇
、
ン
ヤ
マ
ア
古
川
ノ
珠
典
卜
枯

件
ト
一
へ
い
一
フ
長
ン
今
軒
軒
人
凡
一
七
ノ
十
万
ハ
サ
ル
ヘ
L
F
M

一プス
L

L

r

一
も
述
べ
て
い
る
u

拝
京
の
古
う
珠
山
F

L

と
は
、

ZE骨
川
口
事
を
礼

引

M
L
9
る
一
一
判
宝
田

つ
ま
り
作
品
は
、
日
舟

E
旦
J
T
H
1
7
八ム
j

欣
を
一
白
旅
と
し
て
札
滋

を
指
祢
L
h
f
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ーネ

ヲ

x 
ぜ

殊
典
」

H
H

一認で回

一
こ
の
ね
科
と
は
倍
以
F
F
る
こ
と
に
な
る
と
↓
一
三
日
ぎ
る
を
行
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ゐ
心



こ
の
伊
烹
的
意
え
か
ら
「
れ
は
、
殺
は
「
?
法
公
取
ノ
同
J
、
し
ノ
伊
位
一
戸
主
テ
ハ
ム
快
剥
足
日
ワ
欠
如
、
ン
ア

U
一
応
判
ス
ヘ
守
ラ

λ
L

こ

述
べ
な
が
ら
も
、
他
方
て
ヨ
明
書

と

そ

の

「

精

沖

か
A

わ
す
れ
ば
、

之
公
族
は
、
こ
族
ご
は
な
い
が
、
向
ぇ
挟
の
担
遇
九
三
、
っ
け

フ

ω
準
三
院
で
あ
る
L

か
ら
一
段
自
民
と
川
じ
土
う
に
処
遇
す
べ
き
で
は
な
い
こ
述
べ
ご
い
る
こ
/
一
一
ド
ヘ
ム
る

o

V来
の

こ

の

正

に

は

訓

吾

一

・

に

別

つ

仁

公

民

会

一

回

法

l
、
準
息
抜
と
し
て
位
向
っ
け
な
い
と
「
第
一
国
際
条
約

i
背
戸
市
の
け
ぬ
な
る
こ
?
と
、
郊
に
は

t
u
f陛
の
副
主
日
義
一
年
視
し
符
田
内
十
日
ヰ
に
対
L
H
M
討
の
定
会
た
ふ
事
、
第
一
一
軒
い
鮮
統
治
じ
非
常
に
騒
乱
を
ね
く
の

前
向
ト

川
畑
出
世
叶
町
山
山
市
に
付
同
門
て
立
去
寸
伎
を
州
問
か
れ
宮
内
当
局
七
廿
八
段
に
参
し
ご
婚
廿
闘
を
長
時
し
た
る
は
止
し
く
典
範
法
以
の
行
ぬ
な
ん
v

こ
と
を

忠一

白
川
認
す
る
平
」
に
な
る
と
い
与
、
絞
め
懸
念
に
山
末
す
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
の
見
、
7
4
ふ
泊
し
た
よ
う
に
止
い
わ
れ
る
伊
点
の
一
早
笠
制
度
持
台
衣
」
の
Z
見
を
ど
の
よ
う
に
毛
、
λ
れ
ば
仁
い
の
か
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
、
後
で
私
見
J
E
述
ご
ぬ
こ
と
に
し
て
、
議
を
先
に
造
め
よ
う
っ

弔

lih

ム
制
度
審
議
ム
バ
で
は
、
山
各
議
会
委
員
の
判
明
白
敬
次
郎
、
馬
場
銭
一
、
県
原
広
太
、
け
を
朝
鮮
に
出
張
さ
せ

ん

i
」
l

月
)

と~接・m:~.生 :[i!j授のをE存

忙
韓
国
王
宮
の
制
交
を
調
会
さ
せ
」
ご
つ
え
、
事
誌
の
結
疑
ー
王
公
一
手
枕
範
交
安
点
」
が
一
打
点
、

1
3
そ
の

公
族
ノ
国
法

l
ノ
地
ハ
ド
ハ
条
約
投
出

h

耳
三
其
ノ
校
拘
明
ニ
ン
ネ
よ
カ
A
V
二
些
'
立
問
範
ヲ
改
王
ン
交
い
パ
ヱ
索
令
幻
ノ
以
子
規
た
J

一
ム
ト
ス
ル

第
五
」

に
お
い
て
辻
「

i

ハ
失
ヰ
ィ
サ
リ
一
(
悼
w
r
は
山
)
シ
一
}

「
朝
鮮
一
八
二
院
の
法
的
な
た
位
詩
一
抱
く
ま
て
も
日
韓
日
合
条
約
及
び
そ
の
紅
引
の

J3]
い
基
い

、F
J利
払

〕

d

幹
刈
一
唱
一
枚
ノ
広
限
法
二
刈
ス
ル
副
長
ご

に
ぷ
丙
ツ
ニ
{
」
族
ノ
礼
ヲ
以
一
士
会
と
あ
る
の
を
保
仰
に
よ
三
族
Jγ

じ
本
の
で
臥
ド

一
の
で
あ
る
っ
こ
の
り
巾
宰
制
度
J

益
=
一
晴
夫
内
村
品
は
、

公
校
内
沼
状
上
の
位
置
が
韓
同
川
内
灯
台
条
約
「
詔

準
じ
る
な
u

17章:{;i>f-i

言
・
二
一
に
お
い
ご
安
ま
っ
て
い
る
て
と
を
叫
り
か
い
し
再
ほ
認
し
ん
こ
と
を
立
は
す
心
も
の
に
〕
は
か
な
ら
な
い
。
市
宰
杭
度
長
士
一
一
時

会
は
、
こ
の

L
4的
認
識
ト
基
い

L

一
公
家
軌
範
一

の
↓
』
可
申
に
恥
り
初
み
、
修
正
を
べ
刊
で
千
八

JA--軌

範

本

を

許

成

し

た

こ

の

一
ヱ
公
認
軌
範
業
」
を
-
人
見
?
べ
く
、
川
叫
F

市
川
は
、

1: 

ヱ
八
止
!
と
午
一
月

ヒ
u、
波
苓
川
町
欣
直
'H桁
に
提
出
す
る
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0) 

「
奈
は
、
ま
ず
人
九

ヘ
工
人
-
汁
仁
)
午
五
月
一
川
口
、

J

色
川
百
肝
刊
に
訴
前
守
さ
れ
る
c

こ
の
仮
y
v
k
に
お
ド
て
十
一
品
目
肢
の
次
的

佐
町
内
づ
け
が
妥
当
一
J
M

さ
れ
ナ
第
一
一
司
宇
併
合
委
員
え

三

九
A

八
P
U
J

六
月

ヘ
ゾ
日
開
催
〕
で
審
斉
委
員
の
一
玉
虫
一
倍
郊
顧
問
官
(
山
県
有
羽

系
J
L
判
明
官
僚
)
が
、
「
小
、
J

ぶ
収
範

を
一
段
法
ノ
ア
/
一
は
真
右
。
形
式
で
判
定
で
き
る
怜
仰
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
恨
仰
は
、
杵
九
円

一
に
よ
る
は
か
は
な
い
が
、
こ
れ
は
、
中
に
「
骨
称
一
威
絞
「
名
以
ハ
一
と
い
っ
た
礼
遇
を
保
障
寸
る
レ
一
戸

4
 

2
 

し
て
い
ム
悼
の
み
で
あ
る
か
ら

E
公
採
に
測
す
る
法
令
本
県
践
し
k

制
悼
の
形
式
に
よ
℃
一
工
定
的
る
叔
拠
と
は
な
ら
な
川
と
岩
だ
し
た

U

ま

条
約
一
と

1

却
す
日

た
本
は
、

1
7

ヘ
ム
い
以
は
皇
校
じ
は
九
%
い
と
の
削
長
ト
す
っ
て
、
昨
引
の
可
能
性
は

一L4
族
友
一
一
可
!
?
リ
、
山
ン
ヤ
平
旅
以
二
日
ρ
ス
ル

じ
公
設
ニ
於
テ
叶
守
山
1

」
な
ど
と
一
日
シ

ム
よ
ど
み
を
皇
族
に
準
ず
る
と
い
抜
八
肝
釈
し
て
早
践
の
子
公

を
刑
い
る
こ
と
に
J
り、

と
μ

山
村
出
山
市
づ
中
げ
た
…
ご
め

桜
へ
の
婚
嫁
を
認
め
る

p

」
と
は
で
」
工
会
レ

一コ

て
の
審
青
委
員
が
託
同
し
た
ゥ
ポ
松
は
ー
十
八
f
u

家
税
範
」
ト
汗
ハ
ム
日
比
す
る
こ
と
い
「
小
山
叩
心
小
支
」

木
の
、
品
川
叫
に
は
、
十
不
松
議
泣
日
各
十
官
委
M
R
の
他
、

ほ
と
ん
ど
す
て

占、で
←あ
併、る
ヒ、と
申卒、 も
園、批
折、特
台、し
当、て
i号、し
胃、

市、

!レ、
問、

こ
の
上
、
、
な
私
一
ゲ
院
蒋
十
品
川
安
ー
し
告
の
小
で
、
よ
ど
一
人
、
金

f
時
太
郎

ju査
委
員
だ
け
が

謹
一
}
逢

422
り一

U

ム
ふ
ん
ハ
併
ム
円
以
来
条
約
及
川
口
付
喜
一
一
依
り
籾
u
F
以
挟
ノ
地
川
村
ハ
ば
マ
リ
、

ヘハ壮
M
u
r

は

μ
…
)
一
己
べ
て
い
乙
=

之
二
院
ス
ル
古
宇
田
町
、
ハ
主
〕
豆
、
下
ヲ
以
寸

ル
ヘ
キ
ト
4
7
J

ヘ
タ
リ
」

ま
た
門
司
開
会
の

「
三
八
ム
ネ
軌
続
本
一
一
悶
ス
ル
枚
当

ι特
別
委

A
Z
P

山
川
、

口
ノ
川
説
会

に
お
い
て
も
、

司
〆
ノ
¥
恨
の
夜
憲
主
述
、
続
い
て
当
局
苦
川
灯
台
常
時
ヨ
}
一
'
疋
ノ
ロ
九
堺
ヲ
持
フ
治
ル
コ
ト

ト
思
フ
球
イ
寸
条
約
泣
詔
主
ロ
ヲ
刀
一
ア
じ
本
卜
机
鮮
ト
一
↑
対
λ
ル
根
本
1

1

J

ノ
)
ト
nb
惟
シ
常
川
叫
一
三
対
、
d

一
フ
最
上
法
律
サ
ゾ
ト
ノ
に
解
説
ノ
政
リ

ゲ
ル
エ
ノ
一
~

J

一フ
f

中

崎

山

小

nJ
判
川
町
卜
円
本
ト
ノ
苅
係
二
付
フ
ハ
当
初

4

一川
J
比
二
{
ペ
マ
l
ノ
一
ブ
朝
鮮
頁
扶
/
下
コ
一
羽
一

n
土
手
令
ヲ

以
一
ア
杭
ボ
セ
-
ブ
レ

mLリ
〈
j
二
中
づ
一
ア
む
様
/
事
力
引
耐
ぷ
セ
ラ
凡
ル
ハ
吏
一
一
昨
ιエ
ゴ
町
一
一
湿
ル
桁
よ
川
県
十
ナ
つ
れ
ん
ワ
ハ
拡
タ
フ
マ
ノ
疑

ハ
ザ
ル
ツ
符
ス
ぢ
祢
円
以
2
威
厳
ノ
引
ノ
ヰ
ハ
法
作
事
一
制
ト
リ
?
セ
ハ
ぷ
人
以
ノ
間
開
局
、
!
?
リ
い
に
一
7

ぶ
鮮
、
1

日
本
h
i

ノ
問
ヲ
阻
洞
λ
ル
カ
如

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

m-

キ
一
議
論
力
議
会
ノ
軒
町
四
?
プ
ル
ノ
民
ア

η
故
一
主
宰
へ
ず
ヲ
以
テ
ヰ
川
元
仇
ト
ン
ア
取
扱
フ
格
枠
ア
リ
ヘ
i

思
7

」
(川町

J

山
は
山
川
中
」

と
も
述
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主主 べ

f立て
やい

J守る
f-， 

」

e-lJ il 

k の
l-~-i.会

経の
帯三 出
'"→川、

も完
宮、は

る左右
;j、過
お!と
n き
僚な

あ
る 1民

ハパ
v

パ

ド

I
八
、
一
十
日
仏
尚
一
市
卒
で
、

パ
チ
ェ
-
7
7

・
3
ブ

-
u
'
X
の

む
の
主

f
のム「

lpん
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
副
主
↓

半
ム
l

取
{
じ
制
日
14)

日
廿
京
じ
に

、H
一

U
Iミ
支
i
p
d

、

〆

A
叶

i
自

m
w
L
Uメ
l

の
担
品
に
九
っ
た
の
は
、

泊
、
州
野
敬
次

ι、

仔
取
は
、
帝
国
宝
氏
、
円
辛
子
州
諸
の
い
起
草
に

ι苅
与
J
L、
守
巾
烹
吋
叶
昨
~
叫
刈
木
H
t
叫
い
お
い
」
も

興
組
義
人

九

C
じ

年
の
皇
幸
典
沌
増
補
口
γ
国
王

T
令
の
却
で
に
も
尺
、
力

L
C
い
る

川
野
は

山
川
村
正
学
法
科
人
日
7
を
卒
菜

可
け
ム
H

H「
¥
ノ

F
I
U
〈

円
、
中
」
っ
た
当
時
は
、

取
京
市
回
入
品
J
L
仏
科
八
了
救
長
兼
rH中
期
間
で
い
、
一
あ
っ
ロ
ハ

長
干
げ
の
将
阪
も
あ
り
、

出
中
部
開
立
で
め
っ
た

人
h民

i}~ 
J ア

-r 
博
士東
0) J./ 
t子入
行了
弘、 :i:L.

'"へ
取学
j与部
し千

いき震
るス1

1有
1説
法
制l

同

仇
小
川
は
、

起
ru
寸
に
中
」
つ
わ
当
時
は
、

絞
ら
は
、
法
制
官
僚
と

L
C立
法
技
術
、
法
解
釈
に
い
出
足

L
て
い
る
当
時
の
代
夫
的
人
初
!
と
〕
え
る

f

て
の
絞
ら
が
起
苧
に
当
っ
た

若
井
い
つ
い
て
、
伊
東
も
そ
の

人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
一
日

?
L制
度
再
音
議
」

で
は
「
1
ム
族
公
族
ノ
一
同
法

i
ノ
地

位
」
に
つ
い
て
へ
一
松
司
定
ヲ
欠
川
~
ン
ア
乙
川
ぱ
判
ス
ヘ
¥
カ
フ
ス
」
と
、
あ
い
ま
い
で
あ
る
か
の
工
、
つ
な
印
象
を
i
J
2

ん
か
ね
な
い
一
、
シ
一
本
一

と~接・m:~-生 :[i!j授のをE存

足
父
亡
い
一
r
仙
の
ご
お
ろ
勺
ν
か
-
、
伊
烹
が
川
町
…
告
が
2

を
つ
と
め
、

d
j

野
J
b
h
r
員
と
と
?
ν

h
~
いい

muh
ハ川

二
日
(
ノ
町
民
拠
明

シ
ア
」
と
い

h

つ
卵
白
で
、

十
公
μ

院
を
{
一
で
一
族
に
半
じ
る
も
の
}

公
政
ノ
悶
法
ヒ
ノ
却
炉
ハ

ナ
〕

rl小
￥
ハ
ゾ
ド
円

先
に
岩
了
げ
た
コ
一
公
不
快
乾
菜

日
一
凡
な
す
1
f

給
論

L
た
の
て
あ
る

の
前
文
仁
ち
一
十
八
一
山
吹
ハ
司
法
ト
空
挟
三
牛
了
J

一
プ
主
ノ

許
庁》

待
辺
ヲ
亨
ク
ル
ハ
条
約
及
詔
4
1
-

一
?
/
一
プ
鋭
ル
ハ
ク
取
亘
氏
ノ
進
出
ス
へ
お
法
規
一
7
3

以
っ
こ
い
正
竺
作
メ
ヘ
カ
ブ
ヰ
ケ
ル
ハ
キ
年
リ
ノ
疑

議
ロ
ノ
古
川
什
レ
ス
と
中
ん
さ
れ
ぐ
い
た
の
で

17章:{;i>f-i

に
点
か
か
わ
ら
い
司
、
こ
の
王
公

RJ帆
範
業

が
和
宮
町
の
審
誌
に
'
目
さ
れ
る
と
、
全

f
以
外
の
、

ほ
と
ん
ど
ι
ヲ
べ
て
の
~
番
ム
甘
え
日
門
貝

の

に
反
刈

L
七。

カ
、
況
述
し
た
ょ
っ
に

7
L
i
h
 

L
i
-
-
v
 
Ji人
I
J
i
J

二
I
比
二
J

J

μ

わ

L
f
j
レ

1
3

川
淡
の
↑
ハ
小
、
放
へ
の
川
崎
ιJγ
け

rw
一ほ

吋
ア
り
ア
川
叶
比
深
夜
」

ル
ヤ
A
7

、ゅんいれ八

中
月
比
与
つ
マ
〉

i
ー

:
L

製
k ... 

起
!
U
T
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家
軌
範
に
ぶ
つ
ご
十
公
訟
を
ム
[
一
エ
践
に
唱
す
る
こ
拡
I
八
僻
釈
す
る
の
で
は
な
く
、

評判

範

札
九
人
司
体
を
品
以
J
H
し
て
{
一
で
一
昨
い
の
十
一
公
民
¥
の
が

技
を
法
的
じ
認
め
る
べ
き
だ
と

L
た
の

C
あ
ふ
c

一
流
ら
は
、
三
公
民
印

H
f
y
白
一
エ
際
女

f
が
わ
叶
拾
す
る
場
r
u
、
三
族
女
子
は
主
院
か
ら

離
れ
る
円
で
王
庶
仁
+
公
族
の
血
は
一
人
ら
な
い
〉

本
一
桁
は
こ
の
市
烹
初
段

公
枝
に
ヘ
ふ
る
だ
け
ど
き
え
た
の
と
あ

帯一
v

一
沼
会
と
}
位
以
山
読
の
紛
争

を
考
察
す
る
こ
と
を
木
末
の
口
坊
と
す
る
も
の

F
は
な
い
の
で
、

こ
れ
以
L
し
の
品
位
は
在
、
ス
た
い

-r
一
泊
し
て
、
さ
た
と
こ
ろ
か
旬
、
払
が
出
到
し
ん
い
の
は
併
合
先
約

と
「
詔
富
・
二
一
は
、
半
ト
「
蔑
紘
一
威
厳
「
名
誉

と
い
っ
た
れ
退
を
保
却
す
る
と
」
じ
て
い
る
の
み
で
あ
ゐ
と
す
る
仮
官
慌
の
一
本
雫
査
委
民
の
巴
円
は
、
小
山
内
川
釈
と
し
て
は
似
却
が
あ

山
川
幸
市
山
足
長
談
合
の
結
晶
や
枢
百
院
に
ぷ
げ
る
令
子
審
J
h
r

£
HH
の
討
中
見
な
と
の
よ
う
に
、
干
公
放
の
戸
法
」
の
立
nh
は
一
~
司
令
条

釣
」
請
書

」
に
基

ι

つ
い
て
一
止
と
つ
に
い
た
と
/
J
X
4
方
が
む

l
ろ
忙
し
い
法
解
釈
で
あ
る
と
い
、

2
亡
f

手
、
あ
る
こ
の
仁
、
っ

ド
一
考
え
る
な
ら
ば
一

h

公
家
軌
範
」
の
制
J

止
を
含
む
そ
れ
に
ム
平
司
令
立
法
適
作
付
は
、
:
の
干

L
を
川
汁
絞
一
d
L、
そ
の
初
出
を
整
信
ん
す
る
作

世
末
で
ゐ
っ
た
ト
y-

育
え
る
の
で
必
ふ

て
は
、
何
限
、
伊
東
が
一
円
+
卒
制
度
内
万
一
立
抗
の
中
で
干
公
庁
ハ
ノ
附
K
L
L
ノ
地
位
」
は
一

成
立
ヲ
欠
如
、
ン
一
フ
HrJA判
ス
ヘ
ガ
ラ
ス
」
)
、
あ
い
ま
い
と
あ
る
か
の
よ
、
つ
な
印
象
を
j

ノ
え
か
ね
な
い
こ
と
を
足
二
た
の
が

そ
も
そ
も
一
利
家
二
民
放
)

が
他
州
刊
京
を
奪
ド
、
初
L
h
L
、
続
出
す
る
行
為
松
民
地
鼠
右
・
絞
F
N
ハ
体
、
行
へ
ゆ
っ
七
は
な
ム
な

い
こ
1

乙
で
あ
る
}
そ
の
怠
け
町
一
Y
、
山
県
以
払
円
規
者

-
H
F
F什
は
、

に
来
的
に
子
属
会
一
ヘ
丙
ん
だ
も
の
で
あ
る

ハ
札
っ
て
幹
刈
併
九
円

に
ょ
っ
と
王
構
内
策
特
河
の
統
J
h
者
で
あ

j

え
は
斗
奇
・
皇
族
・

E
J玖
・
官
公
叫
が

J

の
支
附
憎
や
韓
川
門
川
民
を
い

本
国
家
内
材
中
間
Y

戸
ド
伍
ノ
こ
と
は
、
守
ハ
な
「
た
法
判
什
皮

-
J仏
構
造
を
魁
小
体
・
川
円
附
し
て
円
本
川
門
家
に
旭
ん
h

出
に
緋
み
込
む
と
い
う
到
蛙

な
U
ι
I
H

長
と
な
ら
さ
る
を
え
な
M

U

「
深
約
一
締
結
退
転
で
パ
1
1
た
前
幹
川
内
十
一
平
の
処
退
を
わ
ぐ
る
統
括
的
と
本
州
政
府
e

H

」
内
有
と
の

意
見
の
片
町
民
は
、
ま
さ
に
そ
の
凶
割
却
さ
を
表
わ
す
現
象
と
言
え
よ
う
、
そ
れ
い
此
、
伊
東

ιド
ム
川
じ
ら
れ
れ
J

一
説
辛
口

の
記
γi日
午

は
一
司
ノ
ご
」

に
よ
っ

C
創
設
さ
れ
た
干
公
試
を
、

と
の
よ
う
に
し
て
い
i

法
工
に
泣
萱
づ
け
ゐ
か
μ
い
う
掠
め
て
到
し
い
υγ

告
ず
で
あ
っ
た
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乙
弓
わ
れ
乙

J

ぞ
れ
は
、
が
密
院
に
お
い
て
令
子
も
「
朝
鮮
/
引
力
憲
法
典
範
一

L
Wム
ソ
ア
ラ
ザ
λ
ハ
4
1
ド
ザ
ハ
其
ノ
円
念
頭
一
有
ム
↓
サ
リ

ン
カ
ム
ナ
)
」
と
述
べ
て
い
る
?
で
つ
じ
、
巾
寸
憲
法
も
以
一
室
品
川
紅
も
想
定
し
て
い
な
か
勺
た
事
泊
三

tのつ
b

c

そ
干
」
た
に
「
詔
書
一

↓
一
は
、
公
山
川
一
仁
〉
一
い
て
、
山
崎
相
川
主
主
、

b
・
民
も
納
叫
、
一
芦
は
で
、

ア
公
放
を
皇
族
じ
準
じ
て
待
遇
す
る
こ
と
に
(
氏
取
す
る
、
後
の

訓
"
{
畠
ω
引
い
H
h
h

戸
川
れ
る
よ
う
な
円
本
間
対
の
政
治
勢
力

一
一
山
氏
本
ノ
照
)
や
も
刺
J

奴
し
な
い
よ
う
仁
配
事

L
v
t
起
草
さ
れ
れ
J

も

の
と
出
わ
れ
る
n

そ
の

E
味
?
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
点
現
出
来
な
い
、

一
豆
、
あ
い
ま
い
な
す
れ
羽
の
件
い
』
力
が
清
い
ら
れ
に
と
し
て
も
、

折
、
川
町
か
ら
ぬ
こ
と
と
あ
、
七
。
メ
に
抱
一
介

L
た
伊
点
の
一
皇
一
山
十
制
度
内
缶
詰
誠
一

の
け
渋
し
七
丈

γ弘
口
、
ま
さ
に
み
の
こ
Y

と
の
あ
り
わ
れ

と
一
百
え
よ
う
し
伝
一
エ
配
ほ
芳
一
品
会
と
炉
百
抗
の
紛
争
(
ヘ
芳
宇
一
も
、
と
た
そ
の
延
長
州
市
」
上
に
パ
ユ
じ
た
も
の
じ
一
め
っ
た

η

し
か
し
、
伊
東
、
り
は
、
法
制
J
E

一僚レ
J

し
て
、
当
時
の
臣
家
当

U
E
を
そ
ん
た
く
し
て
、

一
見
、
め
い
ま
い
と
忠
わ
れ
る
表
列
企
矧
L
な

言

、

j

I

、

治

F一

J

ぞ

ヱ
ヘ
ノ
↓
払
は
日
干
践
で
は
か
f
v
が、

川
放
に
川
市
サ
じ
も
位
置
に
あ
る
一
々
と
が
、
け
は
府
釈
上
、

凶
沃
上
は
、

何
と
か
定
ま
る
よ
う
↑

認古川

」
を
牛
i

一f
v
ご
い
起
京

ν
た
も
の
と
佐
川
州
立
」
引
ふ

3

さ
ら
に
、
こ
の
間
短
を
与
え
る
に
当
っ
て
、

γ
、
ノ
人
に
な
る
と
思
わ

と~接・m:~.生 :[i!j授のをE存

れ
心
の
は
、

九一サ
d

が
炉
心
れ
院
に
お

v

て
「
八
す
川
町
什
以
文
条
約
川
史
認
書
-
一
依
り
判
鮮
皇
族
ノ
池
件
、
七
マ
リ
」
と
述
、
¥
る
引
に

ー
京
一
再
ヒ
時
制
併
九
円
再
配
金
荷
し
て
ル
阿
川
山
一
一
途
音
セ
リ
c

こ
い
山
べ
て
い
る
こ
こ
引
あ
る

「
姦
-
」
1
A
J

着
七
汁
ノ
一
と
述
べ
〈
い
る
建
司
同
ム
u
主
い

J

↓H
K
虐
行
ル
問
題

1

〆
は
軒
か
こ
こ
れ
を
、
伊
良
の
「
山
…
一
十
一
宝
到
吹

Y

一
の
調
達
で
者
、
ズ
て
み
よ
ろ
)

1

6

主
持
出
は
斗

atF間
一
に
お
い
へ
一
佼
は

1

f

公
朕
ノ
吋
法

i
ノ
凶
作
二
4

一f
パ
全
川
町
民
疋

、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

日
ァ
欠
如
シ
一
プ
リ
正
常
判
ス
ヘ
カ
弓
ス
一
し
中
止
、
へ
た
う
え
に
「
帯
王
族
公
民
ハ
将
二
県
扶
ト
州
ノ
礼
凋

7
与
ヘ
ラ
レ
タ
H
P亡
ノ
ニ
ン
ァ
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、

R
1
d
ノ
早
銃
一

1
庁
ル
ハ
、
何
人
壬
疑
ァ
谷
レ
サ
ル
一
川
ナ
レ
ハ
「
リ

持査一円比一

17章:{;i>f-i

h
d占
…
は
山
中
)

と
述
べ
て
い
る

f

「
副
宝
円

十
二
一
」
に
伊
山
宋

カ
用
い
て
い
る
仲
村
ソ
↓
一
一
札
ヲ
以
テ
混
ス
ル
」

l
一
札
巡
と
い
つ
よ
言
は
、
当
吋
、
友
干
一
一
U
Z
政
、
不
良
其
胞

校
人
向
に
比

[
て
、
特
に
し
7
3
符
誠
一
手
皇
室
又
は
ド
r
も
よ
り
そ
、
る
こ
と
を
札
湿
ー
と
お
ふ
、

U
エ
決
心
符
作
、

で
技
の
特
権
レ
L
'パ

一
ふ
ニ
』
工
、

t
1
1
 

】
九
討
す

}

1

l

u
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へ
山
川
」

ふ
♂
げ
円
程
な
り
一
と
し
三
百
い
ら
れ
て
い
る
じ
M

巴
見
の
疋
ぷ
限
り
で
は
、

八
八
四

(
明
治

従
っ
て
、
伊
烹
ら
か
、
仙
川
叶
M

ご
一
町
一
見
泌
に
河
す
る

1

副
主

トコ

方L

ま
た
砦
i
t
山八ムい

(一九九ハ
υ
〕
年
十
)

じ
お
い
て
も
町
い
ら
れ

C
い
る

一
・
↓
に
、

h

〕
れ
と
同
川
越
i
l

円
待
ツ
二
平
リ
放
/
礼
ヲ
江
一
γ

一
す
る
〆
い
、
ペ
ゴ
ん
↓
「
汁
を
山
い
た
二
と
?
は
一
足
解
で
き
ツ
ω〔

ヒ
)
刊
に
は
「
宝

ヂ

コ

、

〉
1

d

i

A

lb-
し
て

4
丹、
v

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
伊
東
が
「
円
三
平
初
段
再
査
一
訴
で
、
強
靖

L
よ

7
、
こ
し
た
の
は
、
蕊
述

L
た
主
う
仁
、

i
公
絞
が
単
一
校
で

;!il 

で
あ
ゐ
が
一
公
校
ノ
世
家
ル
惜
別
ノ
、
十
弓
ノ
{
疋
メ
タ
ル
L
U
別

は
な
く
牟
早
絞
と
し
て
皇
族
の
「
甘
混
一
位
退
を
平
つ
け
る
、
そ
の
意
味
で
、

HT抗
力
次
位
に
あ
ノ
守
」
と
は
「
河
ヘ
平
続
己
ヲ
詳
レ
ル
リ

の
上
、
つ
な
相
川
河
に
わ
L
T

二
ノ
て
は
一
↑
公
枝
ノ
亘
法
フ
付
世
が

あ
コ
一
た
、
と

γγ
ズ
、
り
れ
る
の
一
じ
め
る
…
ご
の
こ
と
は

起
争
以
来

一
へ
で
明
…
規
山
ヲ
欠
詐
シ
一
フ
正
法
判
ス
ヘ
カ
フ
ス
」
一
手

L
平
品
川
法
市
ノ
欠
話
不
惟
ニ
職
出
ス
戸
百
ハ
什
ル
マ
符
λ
」
レ
L

い
つ
こ
と
に

伺
古
川
が
M
恋
人
Z

し
ク
に
い
た
こ
と
で
は
な
か

蕊
出
と
と
も
に
起
釘
ー
し
た
ー
幹
同

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

皇
主
ト
叫
ん
サ
ノ
山
吉
山
て
が
(
悉
ク
栽
可
公
布
J

プ
レ
タ
リ
沼
テ
ノ
ん
二
位

uヒ
vu任
、
只
依
勺
サ
ル
ヘ
カ
一
プ
け
寸
ル
山
家
小
川
拙
ノ
道
ヲ
定
メ
タ
ル

、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
ほ
ノ
川
州
会
一
起
草
ニ

L

机
ア
モ
ー
仲
小
、
月
以
T
J

一
長
嶋
七
一
フ
ル
ヘ
ン
ト
思
J

古
、
ン
宿
一
一
向
つ

M

市
ア
リ
タ
リ
ト
縦
一
Y
1
3
7
其
議
二
位
ハ
ス
ン
デ
ヤ
一

、
、
柄
米
ル
仕
草
夜
円
ガ
れ
地
ン
ア
ム
r
ヰ
ニ
外
η
ポ

タ

モ
m
肝
心
ー
ゼ
一
ブ
レ
タ
ベ
ル
モ
ノ
7

ル
ヲ
是
?
〈
」

し

¥

ノ

〉

1ノ

r
、h
d

認
主
回
」

ー

ミ

マ勺

λ
J刀

彼
λ

T

1

川
幸
制
茂
川
査
読
」
に
お
、
v

て
述
べ
て
L
る
よ
う
仁
、

ぞ
の
懸
念
l

こ
い
、

引
い
刊
誌
¥

ル
ヴ
克
ス
一
ど
い
う
こ
こ
に
あ
っ
一
た
コ

す
な
わ
ち
伊
向
へ
の
枇
o
念
は
、
ム
パ
fu
族
の
世
家
以
伝
ノ
湾
マ
{
バ
メ
タ
レ
法
薄
日
J

「ム
f
H
二
到
汀
ノ
未
タ
一
モ
規
定
七
ツ
レ
タ
ル
そ
ノ
ア

一
傍
山
!
は
山
一
ご
と
い
う
こ
1

)

で
あ
る
c

は、

1

持
田
￥
ム
ロ

に
刈
述
す
る
当
時
の
政
治

F
J
7い
上
る
も
の
と
芳
、
ズ
わ
引
ム
ザ
巳
ぞ
れ
は

何
故
「
r
↑
ょ
う
伐
ノ
れ
と
家
M
I
M
悶
ノ
道
ヲ
定
メ
タ
ル
伏
見
一
リ
王
公
家
に
渇
す
る
何
却
の
い
帆
誌
を
疋
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
口
ぞ
れ
い

て
つ
ら
め
令
。

お
お
ま
か
に
山
え
い
は

や
役
に
二

n
Rす
全
ハ
ム
絞
り
古
一
六
日
を
め
ぐ
る
統
新
山
川
と
卒

第
ー
一
は
、

先
日
簡
潔
に
抗
ベ
た
、
前
途
臼
川
干

k

与
の
処
遇

民
政
均
宅
内
討
の
父
停
J
L
山
花
で
十
京
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
向
背
の
昨
日
の
信
者
坦
で
あ
る
「
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第

!止

既
日
山
ん
し
た
よ
う
に

を
阿
川
い
る
こ
と
に
J
け
、

十
公
肢
を
圭
一
族
に
出
ず
る
こ
拡
ト
人
肝
釈
し
て
ミ
肢
の
占

「
討
、
J

政
へ
の
婚
級
会
認
め
る
の
は
こ
と
は
で
き
な
い
と
か
、
「
?
公
家
軌
範
玄

で
あ
る
と
す
る
i
張

に
だ
只
比
す
る
こ
と
は
「
小
山
人
i

再

な
〆
と
同
係
の
考
、
ス
キ
一
持
つ
、
伎
の
収
括
況
に
に
ら
れ
ぬ
よ
う
な
定
の
政
治
初

ιりがふ
w
j
時
も
右
右
し
て
い
た
と
い
う
手
桁
て
あ
る

そ
丹
政
治

J

努
力
の
川
料
理
同
が
朝
鮮
統
計
の
判
別
な
民
却
を
問
主
門
す
る
主
側
と
な
る
の
日
、
は
な
い
か
と
い
う
お
そ
れ
も
あ
る
、

第
=
は
、
「
球
回
J
4
~
ー
を
単
一
約
七
。
に
は
、
韓
川
門
円
十
4
1

は
も
ち
ろ
ん
「
y
討
作
一
ぞ
れ
科
体

る
持
出
の
け
一
口
町
・
日
刊
平
山
J寸
会
有

初
ι
9
る
た
め
に
も
、
科
目
阜
山
止
の
処
遇
を

U
半
の
阜
放
と
し
て

υ仏
国
伊
}
す
る
こ
と
が
巳
泊
と
い
う
事
情
で
あ
る
の
こ
の
こ
と
は
、

ち
ろ
ん
一
主
人
」
伎
の
ヤ
時
鮮
統
，
日
り
円
J
N
J
な
実
誌
を
は
か
る
う
、
χ
で
も
重
安
じ
あ
っ
た
「

し
か
し
、
治

の
科
目
皇
室
の
処
置
与
に
一
シ
い
て
心
、
統
稔
山
川
レ
一
本
同
政
府
.

d

己
山
門
書
と
の
川
川
の
な
口
川
の
州
注
は
、
徐
「
円
二
I

、将一一汗

t
tに
t
ふ、つい、

最
終
的
に
は
大
路
ト
お
、

L
L

呈
く
な
り
、

A
j
h
、
に
主
ち
て
い
た
と
#
え
ら
れ
る

戸
制
部
に
ま
で
は
ハ
?
っ
ず
と
も
)

り
~
か
っ
こ
み
¥

斗
本
の
斡
M
門
前
有
を
話
調
の
余
り
に
過
激
な
り
ざ
る
併
行
し
)
い
、
、
文
巾
を
用
い

併
ヘ
u
条
約
」
も
ま
と

と~接・m:~.生 :[i!j授のをE存

ま
口
、
一
併
合
認
古
」
も
発
f

一
ら
れ
た
の
で
志
る

J

そ
れ
ら
や
当
時
の
政
治
υ吉
田
L
M

一
日
げ
ま
主
二
¥
伊
h
れ
ら
は

1vr芹

一
こ
を
起
け
4i

}

J

た
の
で
あ
る
そ
の
む
昧
で
は

」

に
は
、
前
唾
悶
些
'
半
ヱ
公
肢
の
川
淵
に

K
4
t
る
ヶ
一
時
の
国
家
玄
白
が
以
映

一
点
川
さ
れ
て
し
る
と
一
言
、
又
で
つ
(

れ
は
、
例
え
ば

1

司
王

の
「
出
幹
河
口
布
市
ヲ
何
ン
チ

と
い
う
丈
百
一
い
表
わ
れ
て
い
る

号一円+リ人
Z

口
は
、
人
王
の

目
叫
再
出
山
Z

巾
Jbγ

「
!
と
L
C
J
て
る
、
す
な
わ
九
千
仁
任

L
る
レ
い
う
古
休
C
あ
り
、
司
ら
カ
に
「
併
八
い
条
約
「
件
付

〈川町ドレふ
h

ノ

17章:{;i>f-i

ムロ刃凶宇田一

の川
M
U
口
を
ふ
ま
、
ヌ
丈
前
韓
日
刊
は
干
需
に
対
す
る
た
皇
慢
ふ
が
一
七
さ
れ
て
い
る
u

「
詔
吾

一ト

J
D
、

こ
の
不
自
は
民
か
れ
し
川

思
吉
田
村
一
U
早
川
市
・
皇
族
い
対
す
る
人
「
弘
陵
り
r

は、

と
り
も
な
お
さ
ず
、
間
転
居
皇
帝
'
門
良
一
一
刈
1
9
る、

エヘ白
T
V
4
M
l
写
山
と
す
る
十
べ
一
川
γ

一
族
l
門
桜
山
偏
日
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
、
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「
詔
ヰ
]

は
、
ま
さ
に
こ
の
六
己

H
r引
っ
ご
た
け
早
さ
れ
て
お
け
、
工
公
肢
は
、
[
ヱ
映
の

1

礼
辿

待
遇
号
、
つ
け
る
y
寸ム]一工法

と
し

r
¥
三
波
打
次
い
い
に
あ
る
こ
と
は
、
辻
、
解
択
上
も
、

い
ち
お
へ
は
明
、
レ
円
か
で
あ
る
U
}
?
刀
も
、
既

L
述
べ
た
済
=
一
町
一
事
ヨ
特
に
、

、
に
配
煮
に
の
か

い
か
に
も

J
曜
に
、
間
幹
国
主
主
を
「
引
退
一
す
る
と
買
ら
れ
る
丈
す
い
か
泣
ね
じ
り

宇
一
わ
い
ら
円
」
川
一
z

;上

ー
て
い
ふ
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
詔
言

山町i
代

J

の
『
一
と
ー
も
あ
る
が

H

帆
執
L

ま

|む

芳三
M 

f日
ノ

ie 

j去、

当、

)jU、
、

下士、

ノ、と
Fで円

軌、 '*J

号、よ

さ;z
」ー σ)

p
i
L
丸
、
一
一
)

、
巳

Z
、
r一

j

i

-

-

u

(

 

む
は
入
っ
て
い
な
い
。
け
れ
と
も

一
一
利
害
一
」

ご
」

l

て

戸
待
出
d

は
山

中

と

公

東

山

ー
軌
長
」

l
「
公
家
軌
箔
」
を
一

mm
一
」
た
め
る
と
の
丈
口
げ
が
入
っ

f

い
る

切
点
ら
ー
と
し
て
は
ー
王
公
京
軌

範
」
を
制
I

疋
1J
て
、
公
札
肢
の
巨
法
の
ハ
川
出

UZ
は

l
め
一
世
家
卒
術
ノ
辺
」
キ
」
一
軌
範
?
と
し
て
枚
儲

t
、
よ
り
閉
山
峠
比
し
た

L
と

げ
勺
も
ん
亡
、
起
草
に
心
且
つ
っ
て
、
七
の
士

μ
を
一
お
ヱ
官
に
人
れ
た
も
の
と
思
わ
札
る

と
こ
ろ
が
、
当
時
山
氏
治
下
宿
、
?
と
J

、
ぃ
先
↑

挙
げ
た
け
端
、
第
二
の
政
市
ぃ
事
情
か
ら
生
じ
Q

紛
争
・
足
利
に
対
す
る
究
対
の
此
枠
内
お
そ
れ
が

説
殺
の
一
相
叫
ん
n

起
草
」
を
お
問

ν
ご
セ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
代
そ
の
お
で
れ
と
は
、
ー
士
公
家
に
院
す
る
細
部
の
「
軌
範
」
を
整
儒
ギ
ー
認

h

富
一
・

の
で
烹
公
昨
川
刊
の

問
日
!
の
?
置
を
は
と
め
「
出
家
卒
符
ノ
」
判
一
」
争
拡
i

備
し
、
主
り
明
笥
ん
に
ト
9
7
Q
4
ζ

に
よ
っ
て
、
村
内
に
お
い
て
4
一
ン
る
政
治
的
冷
字
、

そ
れ
の
朝
鮮
統
計
へ
の
影
響
、
判
制
川
じ
お
い
て
止
と
る
「
併
合
条
約
」
等
の
無
幼
・
反
討
な
ど
、
明
知
人

'u-
〕
は
の
反
日
窓
訪
で
あ
)
ペ

こ
入
じ
て

1

軌
民
ー
ヱ
ヘ
ム
ホ
執
乾

の
州
叫
疋
は
、
先
延
ば
し
に

J

な
け
れ
ば
な
ら
な
F
¥

な
っ
た
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
結
束
、

い
先
に
述
ず
¥
た
第

だ
の
は
治
諮

J

ム
つ
の
存
在
が
要
凶
と
な
〉
て
、
ヱ
人
刊
一
家
軌
範
の
刻
ー
な
ど
を

の
政
治
事

J

怖
の
系
議
会
コ
引
く

め
ぐ
る
紛
下
(
論
争
)
が
生
じ
、
需

f
村
身
も
そ
の
以
小
に
お
き
込
ま
れ
て

L
ま
℃
た
の
で
あ
る
n

ぞ
の
こ
と
を
指
し
て
、
主
干
は
、

京
一
再
ヒ
祥
一
戸
件
九
円
占
「
雨
戸
立
世
日
中
一
ル
河
川
也
一
一
没
者
セ
リ

仲
叫
は
市
引
い
悩
介
し
た
よ
、
つ
に

レ
ー
汽
い
た
の
で
は
な
か
ろ
っ
か

G

〆、L
カ

L

和
市
首
院
の
ほ
J
λ
と
す
べ
て
の
審
i
r
f
h
f
人口
H
J
U刈

!
J
V

し
と
も

1

併
ん
↓
以
来
条
約
及
沼
喜
一
ν

依
リ
松
山
町
主
技
ノ
地
位
、
メ
ム
」
ま
っ
て
い
る
、

い

〕

情_U<iL主! F.;-l r:i・1-386) 11乙行 〆201:L111 



乙
の
意
え
を
町
立
ベ
九
ー
の
で
あ
る
c

伎
は
、
ま
た
で
公
肢
が
既
一
議
三
校
ト
シ
テ
ア
ル
以
上
ハ
弐
ノ
ア
並
行
ノ
収
布
、
↓
ノ
ヘ
キ
一
七
ノ
ナ
ル
コ
ト

ハ
ψ

一
然
ト
U
T
7
一
と
も
述
べ

t
い
る

c
r
h
は
、
法
判
刈
{
円
僚
と
}
亡
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
↓

h
H
肢
の

1
4称
名
誉
減
殺
ノ
外
ノ
事
ハ

法
律

F
攻
一
ど
す
れ
は
「
明
鮮
ト
じ
本
ト
ノ
川
刈
「
7

氾
陥
λ
ル
コ
ト
後
如
豆
半
正
以
前
一
が
論
会
一
い
出
る
良
一
が
あ
る
こ
こ
な
と
の
配
慮
h
r
一

弘
主
ス
「
当
吋
品
川
併
台
市
1
時

4479

条
約
1
4
詔
言
プ
幻
一
一
/
じ
本
ト
朝
鮮
ト
ニ
対
ス
ル
根
本
法
」
j
j
ト
思
惟
シ
」
じ
本
巾
出
川
-
対

ご

J

一
ア
一
に
と
っ
て
「

M1
十
法
徐
ナ
ソ
ト
ノ
民
間
ヲ
取

っ
て
い
ん
と
考
え
て
、
当
札
一
の
r
E
「
二
士
山
山
ベ
た
じ
宇
ぎ
な
い

U

立
止
し
た
と
ご
ろ
か
ら
考
ス
ゐ
九
%
ら
は
、
梨
+
J
h
方
マ
J
r
ス
ヱ
し
I

一六
J

世
7
J
と
の
問
の
婚
約
が
成
Y

げ
す
る

k
う
仁
な
ハ
七
こ
と
、
ま
た

さ
ら
に
い
ロ
一
同
久
え
が
挙
げ
ら
れ
た
河
伊
東
の
ー
山
王
宮
配
役
刊
有
議
」

の
丈
H

干
の
以
じ
め
に
「
的

U
仁
世
子
ノ
子
託
生
七
一
ソ
ル
ル
コ
ト
ア
ル

一
於
テ
ハ
ハ
共
ノ
身
日
:
九
以
向
、
ッ
州
制
一
一
ス
ヘ
キ
カ
ノ
問
題
ー
や
必
ス
ー
で
い
て
ル
ヘ
カ
ラ
ス
!
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
引
1
4山
方

子
久
仁
と
4
J
L
L

附
，
ナ
と
の
粕
川
町
に
よ
勺
て
一
仁
子
誕
生
」
も
マ
J

刈
さ
一
引
亡
命
事
態
ト
ム
つ
ど
り
で
っ
た
機
去
を
と
ら
え
て
、
仁
八
小
、
淡
の
同
氏
上

の
位
需
は

一
ム
エ
恥
い
規
定
ヲ
ん
叫
ん
川
ン
一
七
一
決
判
ス
ヘ
カ
フ
ス
し
y

一
氏
自
怖
を
り
い
て

ぺ山市税」

U
「
i
公
京
北
範
」

σ〉
市1
7手(エ
乞;

fι;: 
そ〉
ノ，亡

Irit 
」 ま

た t ず

し t，

ノ ν

のか
カュ "、しノ

よ
皇与
吉な
制作l
安象
円を
戸、 I

円 J
半、

"我 Jこ

o 

を J4
j是 t~r
山 勾

'-'ご

L な

と~接・m:~.生 :[i!j授のをE存

[
八
r
三
氷
山

た
伊
背
恨
の
十
一
六
む
と
は
三
か
っ
た
か
こ
予
さ
h

れ
る
の
で
あ
る
一

デ
パ
沢
民
の
「
世
家
午
館
ノ
泣

一ノー

し

j
y
v

刀、

と

る
る
述
べ
て
き
た

y
-
日
ゆ
っ
か
う
明
ら
か
な
一

4
7
に、

三
公
不
軌
範

の
之
、
つ
に

抑
制
部
ま
で
は
d
4
4
4
一J

ど
い
な
く
て
も
、
公
政
の
国
刊
行
ペ
上
の
依
筒
は
、

一
九
つ
年
内

1

併んけ

の
時
点
で
、
山
川
上
土
問
U

(

韓
間
併

存
何
刈
性
を
も
っ
二
、

い
ず
ノ
い
お
う
定
ま
ウ
ど
い
た
}
ど
が
改

合
条
約
一
詔
言

e

いL
ム
コ
て
翌
日
一
け
ら
れ
た
よ
六
法
一

少
し
て
は
、

17章:{;i>f-i

め
て
山
性
心
部
で
、
さ
る
の
で
あ
る

U

こ
の
点
は
、
初
日
叶
貴
族
ト
つ
い
て
も

M
品
川
で
あ
る
。
将
鮮
員
採
は
、
荒
川
地
し
た
よ
う
に
一
公
使
伯
子
男

の
平
良
と
同
名
ね
り
爵

(
可
札
待
出
H
波
ム
寸
信
条

一
来
)
「
有
品
川
芯
ハ
穴
ノ
品
川
一
一
応
、
ン
辛
JAKゴ
レ
依
ル
有
川
町
背
;
同
一
ノ
札
辺
リ
ヴ

f

」

中
-
一
を
ほ
炊
け
ら
れ

王以

き存
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L
I
L
こ

J
L
Y
J
 

従
う
f

「班
H
V
一
は

爵
ハ
い
の
一
也
祢
は
同
じ
と
あ
3

て
も
並
族
で
は
な
い
か
ム

判
鮮
京
放
の
順
位

l育l

第
立
ふ
人
)

l

、
:

=
j
l
j
 

L

u

f

f

h

 

一
品
一
つ
年
の

の
時
口
…
て
、

t
E
Z

佐
の
次
伎
に
併
置
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
黙
さ
れ
人
叱

l
F
k
l
 

行
Z
l

こ
れ
ら
公
此
プ
明
鮮
貴
弘
と
、
内
A
M
H
a

盆
十
リ
欣
こ
の
亘
法
上
の
や
置
に
つ
い
て
は
、
次
一
い
述
べ
る

i

小
秩
索
乃
下
務
サ

r
凱
f
止
の
中
い

1) 

る
の
で
あ
ふ
。

宗
秩
擦
の
設
置
と
そ
の
意
義

工
直
し
た
￥
l

公
法
、
新
鮮
貫
侠
り
ド
法
の
ハ
ヤ
立
持
、

内し

c
r
T
の
吋
f

川
、
で
、
出
芯
本
決
と
の
関
係
い
お
い
?
¥
さ
ら
に
件
4FI

化
三
せ
て
い
る
の
は
ー
緯
同
砕
き
条
約
川
一
宗
主
日

」
、
引
鮮
骨
一
挟
人
J

へ
早
言
令
市
四
号
)
と
け
ヒ
〆
¥

九

三
一
、
明
治
問

戸
ノ
ヰ
人
汀

九
円
)
↑
公
布
さ
れ
た
山
門
司
令
ム
ド
第
一
人
り
に
よ
っ
て
川
町
市
寮
を
い
屯
し
て
必
需
さ
れ
ん
宗
件
叫
ん
討
に
院
寸
J
P
Q

刻

だ

ご

あ

る

宗

品ハ日
A

什以内
H

円
以
早
戸
に
つ
し
て

円勺ム
-ηrh、
当
A
E
T
L
汽
ド

l
』

日、

i
i
i
主
二
三

u
p
;

次
の
よ
う
に
高
山
山
て
い
る

J

M

ド
タ
{
守
主
"
の

川
を
改
止

1
1
W
峠川十貨を吾川

r

て{一小秋ヰーハ
J
A

孟
ノ
¥
考
〕
杭
併
を
惇
什
せ
る
の
結
貝
、
サ
パ
の
以
似
の
]
手
力
ー
の
J4

事
げ
を
し
て
υ廿
干

己中一
l
わ
る
を
日
て
よ
を
相
張

rる
な
円
、
司
法
r

い
円
Jm
刊
の
勲
一
手
伝
博
久
北
辺
久
子

ι々
、
ボ
れ
宗
総
政
乙
泌
す
、
尋
い
て
十
一
円
、
辛
拡
抱

代
L

一L
、
交
感
情
引
出
官
官
同

E

伐
爵
浅
間
」
交
黙
市
佐
時
必

yi一
甫
ウ
つ
乙
長
口
出
治
氏
-
男
爵
吉
川
主
u
h
f
-
A
u
-
-汁
に
百
喚
し
、
昭
一
一
-
い
大
比
三
一
民
法
皇

秋」つ
[

f
、日制詰へ
r
一
堺
ヨ
せ
し
め
た
ま
ら
、
民
の
士
に
斗
〈
、

本
民
ハ
氏
ノ

一
位
ス
日
ク
属
団
内
J

州
帝
た
メ
フ
世
ノ
儀
表
タ
ル
ヘ
シ

ハぷ
l

剥
)
宗
秩
べ
予

J

ノ
出
品
ド
ギ
抗
ノ
手
、
コ
?
よ
六
一
一
崇
前
ノ
手
L

コ
ノ
持
ー
セ
ン
ム
、
と
甲
子

fw晴
情
勘
九
情
3
1刊
効
2

誠
ブ
孜
ノ
常
)
郎
帆
ん
あ
っ
席
、
テ
口
イ

」
吋
ノ
慎
、
、
フ
敢
y

ノ
民
円
央
政
出
ス
凡
守
、
L
J
式
)
プ
羽

v

一ヨ

初
仇
一
江
山
改
一
に
ら
パ
戸
川
視
院
hw
お
析
を
川
市
ゐ
P

わ
と
〆
て
い
以
斤
」
L
寸
前
択
す
る
や
、
又
山
ぺ
十
再
4
4
4
L
r

ム
布
】
丈
王
へ
る
を
以
了
、
、
ボ
一
に
'
J
秋
の
乙
を
選
ぴ
て

情_U<iL主! F.;-l r:i・1-38;:;) 1128 〆201:L111 



hd百
三
い
候
し
、

u
c此

A

いバ
d
H
Y

お
を
得
た
る
な
り
、

む
の
記
A
-
r
4
7
Q
1こ
、
「
将
寸
日
ふ
円

の也
m
U
4
、
宗
私
寮
は
「
芸
ノ
声
抜
ノ
明
」
す
な
わ

LY--
?
パ
ム
服
、
引
鮮
山
、
肢
の
処
遇
の

F

」と

な
ζ

を
科
」
了
さ
せ
る
た
め
、
爵
位
引
討
を
活
し
、

1

拡
張
し
て
し
以
邑

3
れ
た
こ
と
に
な
る

J

「
拡
張
う
と
い
う
丈
青
山
万
世
わ
れ

九
三
Y
十て

寸

5
1
t

モ寸

1513

戸
R
ρ
U
U
1
4
7叫ん

二
円

川出
μ

ピ
ヰ
族
及
有
U
V
U
引
一
一
明
ス
ル
事
務

従
来
、

「

tA

九
f
U
七
計
一
一
、

υ

一J

一
ご
主
だ
の
は

べ

4
E
一
号
{
弓
内
省
官
引
第
一
九
々
木

J

で
あ
り
、
京
秩
安
は
、
そ
引
ら
の
事
り
吋
に
か
、
ズ
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
判
た

、、仁、

f
今
一

υJ
ザ

朝
鮮
民
族
に
却
す
る
事
頃
の
ポ
務
ま
一
生
る
上
う
に
な
J

た
か
ら
ず
あ
る
。

し
か
し

間
的
支
虫
記
第
十
二

伝
来
の
理
解
に
、
ノ
い
て
は
、

捜
井
良
湖
刈
f
ん

の
、
ー
口
の
記
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叫
伐
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司
令
草
放
院
が
川
の
強
化
に
あ
る
と
半
張
さ
れ

腕
川
井
氏
は

て
、
仏
師
、
山
内
ぺ
」
引

市
秩
寮
古
川
中
い
と
華
山
仁
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述
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古
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シ
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仲
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、
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ら
れ
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れ
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菜
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叫
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叫
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述
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献
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す
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範
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さ
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、
池
山
一
芸
公
長
い
つ
い
と
も
、

t走
グ〕

一
λ
一
口
年
の
時
点
で
、

「

ア

八
F
A
{

イ
ホ
軌
範

レ一

4
1
〕
丸
泌
会
受
け
て
い
、
の
で
は

な
い
か

L
f究
れ
さ
せ
る

M

肌
山
閣
の
判
制
[

例
を
学
け
に
お
1
w
〕
。
十
円
以
子
は
、

げ立川

U
制
花
ド
八

一
就
に
た
コ
七

ヘ
川
川
ム
門
川

H
J
ノ
J

)
j
t
u
r
¥
一

昨
月
一
己
ロ
い
に
、
烈

絞
草
寺
一
"
憎
い
ソ
れ
、

一
一
問

、
づ
け
て
い
ふ
り
こ
れ
は
、

円
八
じ
に
は
、
佐
平
小
引
の
制
鳴
を
省
令
こ
L
K
を
認
め
ら
れ
、
そ
の
へ
一
円

γ
対

す

る

礼

兵

を

一
九
一

C
'ヰ

八
戸
家
軌
ノ
叫
一
第
九
一
々
来
与
格
立
九
条
の
同
胤
J
疋

rる
と
こ
ろ
と
同
じ
一
ピ
あ
る
の
こ
の
処
遇
は
、

門十時川町では

ヘ
親
ヱ
吉
!
の
仰
い
な
陪
以
下
の
男
「
|
|

ハ
お
十
立

八
八
九
年
月

円
、
円
十
J
b
I

間
ぬ
£
=
久
本
)
と
同
じ
で
あ
る

主
一
}
広
ン
ヤ
ノ
ル
後
勲

Hγ

寸
一
一
絞
ン
切
日
制
花
ト
人
絞
帝
ヲ
叩
W

7

9

凶
出
向
円
十
校

ι

尽
か
ム
ア
帝
凶
υ
米
朝
間
一
尚
川
川
土
、
第
一
七
条
二
府
、
参
照
}

王
公
民
監
伐
の
山
首
の
処
議
ル
γ
巾
i

純
に
比
較

f
る
こ
と
は

U

耕

〔

ν
が

ル
、
ン
じ
の
時
市
で
、

既
L

川
品
問
山
川
寸
に
お
し
て
も

公
族
は
、
円
+
校
と
比
べ
て
基
本
的
に
は
、

よ
り
低
か
の
研
辿
を
、
1

けJ

て
い
る
の
で
あ
る
ハ
し
か
?
〕
、
老
伎
に
は
、
こ
の
砧
の
叙
動
干
の

と~接・m:~.生 :[i!j授のをE存

机
「
~
辿
ば
川
い
ん
従
つ
一
に

JL 

O
G
の
時
点
で
、
皇
民
の
次
託
、
キ
狭
山
引
ヒ
れ
は
と
い
う
、
ド
し
公
ル
肢
の
同
日
、
上
の
位
芦
は
、
叙
勲
方
い
い

お
い
と
も
実
ム
F
的
仁
は

い
も
お
￥
つ
t

に
ま
っ
て
ド
ハ
~
ζ

一
百
、
ズ
ょ
う
三

閤

烹
公
族
と
皇
族
の
権
限
骨
骨
の
接
異

皇
族
内
次
忙
に
や
臣
つ
け
ら
れ

円
十
肢
と
い
L

、
へ
ど
蒸
ド
内
じ
は

二
月
よ
、
つ
一

i
公
民
上

一

;

:

l

'

!

l

E
り
低
い
の
処
遇
を
、
つ
け
た
う
、
ス
さ
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h
-
L
E
八
仲
立
川
と
川
γ
款
と
の
間
に
は
、

治
以
等
に

U
い
し
』
ム
ノ
泌
が
あ
コ
た
。

そ
の
上
な
も
の
を
次
に
山
一
苧
げ
一
し
お
こ
う
ハ

)
早
良
の
成
午
mrJFJ
は
(
ヰ
f

は
政

rr不
問
寺
会
一
連
H
と
寸
る
半
人
で
あ
ー
リ
、
仲
買
れ
院
じ
は
臼
れ
が
一
い
示
け
を
人
↑
別

)
t
u
h
v
が
よ
い
一
一
投
与

も
あ
る
た
め
、

た
際
に
ば
出
仲
せ
ず
、
れ
E
だ
け
ご
は
あ
っ
た
が
〕
当
快
に
貴
族
院
ぷ
民
ー
と
な
ワ
た
(
一

一
)
ノ
守

、、、
L

ノ

ノ

ブ

「
明
治
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一

u、
勅
市
街

ワ
良
民
一
匹
ム
M
F哨

失
、
の
に
対
し
て
、
干
公
肢
は
、
以
渋
に
は
出
民
族
抗
議
員
こ
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
ト
、

ご
三
成
年
に
達

L
た
親
ニ
は
、
旧
小
包
同
国
一
閃
d

じ
と
な
る
権
利
キ
有
て
い
に
J
M
J

:
l
¥
¥
に
一
工
]
一

〆

/

/

t
ノ
r

ゴ
!

ー、!、
j
l
 勅
円
い
二
ふ
い
日
比
肌
に
は
、

そ
の
権
刊
を

I
j
d
u
れ
て
い
な
い

r
L
か
山
、
デ
族
三
千

q
L
T札
第
r
川

ぃ 条
た
~-fと

は t災

全員 1 

h工 L

y j~ 
i叶者 γ

t:一長帆
J持

1 事己

懲
わ心

さ
れ
た
「
必
叫

へ
第
ハ
九
条
)
に
よ
っ
て

自
主
ヲ

忠
市
川
市
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
む
つ
「
中
日
日
明
ラ
火

に
け
川
す
る

は
「
汗
喜
一
川
了
也
市
及
剥
権

こ
の
王
f

公
諒
の

1t順
一
品
一
帯
、
も
、
終
述
ず
る
よ
う
じ
、
税
鮮

E
h胤
ト

で
あ
っ
ム
一
f

}

(

伺
ト
、
第
七

は

h 

ヘ
い
々
ー
の
持
ぃ
円
い

rc

の日制
17一
や
ま
つ
ま
~
に
も
な
く

(
山
山
順
一
広
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ゐ
の
で
あ
る
わ
ご
ら
一
十
公
家
軌
範

一
C
与
の
時
点
JC
伐
に
諜
せ
ら
れ
て
い
た
と
寺
子
り
わ
れ
る

-L
こ

j

l

 

公
侠
と
皇
族
的
権
限
等
の
芹
巽
の
、
q
f
J
、
政
目
的
格
以
の
仏

1

仕
方
旧
、
よ
い
r
u
A

侠
に
は
、
一
(
J

川
市
一
ハ
一
に
見
ら
れ

た
よ
う
に

1
Uヱ
伐
ノ
札
巡
」
レ
二
段
ノ
紋
称
ヲ
用
ヰ
」
営
み
る
な
ど
の

カ
つ
、
~
~
れ
を
一
保
持
ス

をい
J
え

ル
ケ
十
?
っ
ル
歳
費
ヲ
供
給
ス
ヘ
キ
コ

lJJ
切れ

。
一
件
八
汀
九
司
一
品
刊
国
町
む
条
約
」
第
川
条
一

)L 

民
治
的
に
利

1-

川
さ
れ
る
よ
う
な
池
が
や
現
p
t

の
は
y
p
政
治
に
川
知
鞘
一
H
b

及
ぼ

F
一
、
)
が
で
き
る
よ
う
な
池
位
に
就
け
た
り
ヲ
ν
な
、
ぺ

一日

は
、
現
漢
の
政
治
仁
悶
U
J
さ
せ
ら
な
い
y

い
う
ゴ
ト
品
目
刊
家
的
意
思
号
表
明
す
る
も
の
に
は
か
な
ら
な
い

つ
ま
り
子
公
放
に

こ
の
こ
=
は
、

十
け
公
肢
の
監
怪
キ
め
く
る
統
監
布
、
こ
河
内
告
の
よ
山
一
以
の
出
走
」
つ
い
こ
、

ふ
ヤ
パ
咲
の
や
督
権
に
拘
わ
っ

た
司
向
を
J
U
斗
首
桔
仁
対
し
て
併
汗
条
約
公
布
ー
の
笠
八
月
ひ
じ
に
玩
問
問

L
た
む
報
の
山
中
ご
、
岐
に
李
ょ
ん
仏
政
官
了

よ
ベ
ム
わ
ゆ
F
iノ

日
ァ
沫
ベ
街
年
間
ヲ
制
ハ
、
ン
タ
凡
ハ
、
訴
政
ノ
約
二
当
よ
文
皇
山
中
卜
字
家
ノ
胡
係
マ
川
ベ
カ
ニ
シ
、
阜
市
町
干
ノ
市
川
取
マ
忠
二
ス
ル
ト
共
-
人
十

、
、
、
、
、
、
、
、

E40示
ヲ
ン
テ
は
治
」
上
ノ
関
係
ヲ
絶
ヂ
ド
K
L
Pノヰ一一川ア丘、ノ
A
Z
沢
二
百
七
、
ン
犬
、
/
官
為
一
一

2

れ
十
一
ブ
ス
ロ
ー
ノ
~
一
一
室
九
一
一
国
王
半
、
ー
ノ
判
係
?
ノ
ミ
ナ
ラ

び

ス
的
判
部
統
治
/
最
八
安
件
す
レ
パ
デ
川

U

一
(
傍
ム
れ
は
山
中
)
と
述
、
へ
て
け
る
こ
と
に
よ
コ
ご
も
珂
ら
か
で
あ
る

f

こ
の
よ
う
に
千
円
が
み
J
4
家
l

公
打
一
げ
を
統
監
財
↓
松
守
的
の
批
評
の
も
と
一
萱
こ
つ
と
し
ん
の
は
ー
皇
技
ノ
主
咲
ヲ
山
崎
ニ

λ
ル
ト h 

吋
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日
パ
一
ヤ
李
十
人
氷

y

公
取
)
「
政
治
l
ノ
関
係
マ
純
イ
一
、
役
ム
が
政
治
的
に
利
町
さ
れ
た
リ
、
次
世
た
の
nn
本
政
治
仁
人
さ
公
影
響
4
一

及
ぼ
す
こ

=irrき
な
い
で
つ
い
〆
う
つ
、
従
ム
詩
一
「
日
ホ
マ
ノ
阿
ム
パ
一
一
冶
サ
セ
ル
た
め
で
あ
円
た
っ

」の

5
1斗
の
意
見
は

ろミ
))7:: 

こ
「
政
治
l
ノ
判
係
ヲ
絶

州
市
判
に
長
わ
さ
れ
て
い
な
い
山
4

以
外
は
「
詔
守
一

に
十
分
、
以
鳴
き
れ
と
い
た

J

し

つ
こ
と
が
、

合

し

E
八
ム
放
の
政
治
特
権
叫
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
な
い

l土

i
公
放
に
伐
ぷ
山
崎
従
刊
を

υご
仁

「

1州
ぉ
汁

ヮ
ド
ご

/
v
i
!
L
i
 

な
い
こ
、
ー
と
の
治
泳
部
衣
現
と
も
革
、
ズ
ら
れ
る
n

こ
う
t

存
え
れ
ば

1

出
合
一

一
に
は
、
土
で
内
の
す
ー
~
I」
小
礼
作
、
さ
れ
L

い
た
t
t

行
え
よ

ザj
n 

']、
実

戎
述

L
七
上
う
に
ヱ
公
族
は
、

政
治
的
に
利
川
さ
れ
た
り
、

日
本
政

F

円
に
影
組
ー
を
及
ほ
J
9
」
つ
な
地
位
に
就
く
、
一
と
が
で

さ
な
か
う
た
の
ず
あ
る

4
山
川
は
、
こ
の
よ
う
に
則
的
料
匡
皇
卒
l
千
八
ム
技
を
処
泌
す
る
:
ー
と
が
一
抗
日
間
紡
治
ム
ノ
以
ム
ヘ
ノ
製
作
」

る
と
f
?え
た
の
で
あ
る
っ
そ
の
た
め
に
公
技
の
思
督
柏
全
総
督
の
権
以
内
に
出
切
で
つ
と

L
た
の
ご

る
っ
こ
の
こ
と
は
、
引
佐
川
汁
イ

の
買
放
に
つ
い
て
も
同
拡
で

供
叫
ん
ノ
休
」
初
日
昨
日
総
督
が
彼
ら
4
峠
脅
し
、

F
C
C
-要
な
手
頃
に
つ
し
て
は
、
総
以
叫
が
ャ
円
犬
同
士
一
料
開

議

T
る
こ
と
に
な
っ
た
の
む
品
ふ
-
九
一
心
主
八
月
二
九
、

np
雫
令
第
二
ヰ
3
籾
JF-
一
主
住
ス
ル
青
山
伏
一
一
同
ス
ル
件
)
ハ

と~接・m:~.生 :[i!j授のをE存

五

朝
鮮
貴
族
と
華
族
の
横
線
等
の
差
奥

次
に
朝
鮮
A

只
肢
の

に
つ
い
て
故
肢
と
比
較
し
な
か
ら
一
克
て

h
こ
う
川
町
述
し
た
一
で
7
に
予
ふ
/
一
tJL引
ノ
出
族
一
、
J

一
プ
呈
民

ノ
礼
遇
ヲ
ヤ
ウ
サ
凡
芸
及
門
地
又
ハ
幼
一
泊
ア
サ
タ
ル
朝
鮮
人
に
汁

J

て
前
一
が
長
け
ら
れ
「
机
材
育
政
一
?
こ
さ
れ
た
-
九
一
ハ
〉

条
)
。
授
け
ら
れ
た
応
や
は

「人三快
υ
山
f
阻
刀
ノ
大
手
で

年
人
月
二
方
円
、
開
制
」
一
F
民
ノ
ア
川
市
一
朱

fd
・
治

向
上

，人
斗J

去に
〆J、
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二
応
、
¥
半
族
去
一
一
依
ル

ー'r円一白川ぃ白ハ什いハノ怯山

制
ノ
礼
法
「
ノ
肯
J

け
f

戸
い
側
、
応
五
条
)
n

川
附
け
い
は
、
世
認
で
戸
伺
仁
、

Fイ存

主

頃
)
、
い
市
民
は
一
効
己
円
」
を
も
っ
て
一
円
内
大
凶
r
h
d
こ
れ
桁
行
な
う
た
(
同
二
、
第
判
条
)

f

七
六
朽
の
者
が
川
品
川
町
し
た
し
ん
ム
品
川
は
艦
、

J
¥
伝
川
町
!
ハ
名
、
伯
尚
一
一
判
、
十
川
川

U

A々
C
N
lり

このい叫州開収、

名
、
男
品
川
山
一
札
杓
で
あ
、

あ
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に
被
跡
的
な
叙

U
活
動
や

L
た
」
す
に
は

動
一
対
寸
・
川
県
二
寺
の
何
叫
勲
が
追
加
べ
C

れ

L
Lヂ
ス

γγ

川μ
刊
の
か
れ
称
は
、

司
よ
よ
め
一
ノ
て
も
、
相
川
鮮
走
族
は
、
故
肢
の
「
礼
巡
一
ゃ
へ
げ
る
の
で
あ
ふ
か
わ
っ
以
挟
で
は
な
く
、

述
〕
た
よ
う
に
、
事
政
の
次
泣
い
依
芭
つ
け
ら
れ
と
の
で
あ
る
「

ま
た
い
い
仰
と
な
点
ド
お
い
て
、

統
制

E
一成ト
r

H

半
放
力
問
」
は
、

手
、
の
干
へ
d
J
H
v

のやい、

次
に
挙
げ
て

催
促
ヱ

J

に
お
い
て
差
異
が
あ
っ
た
口

ゴ
二
)
。
、

z
:
:
r
 

ト
達
し
た
も
の
は
、
当
然

)
斗
手
旅
の
公
安
同
氏
、
満

立

才

げ
し
一
占
ハ

五
司
改
正
に
よ
り
満
一

C
J」

H
M
と
な
り
、

r刷
会

P

十
‘
財
力
爵
じ
満

九

J

f後
に
九
二
一
九
今
改
止
に
上
り
満
一
つ
才
}

に
い
」
し
た
省
は
、

互
選
ィ
」
れ
て
白
族
民
談
員

に
な
る
討
状
川
合
有
す
る

旦
貝
荻
院
ハ
J

M
斗

が
、
以
似
川
正
貝
JA
は
有
し
な
い

(尚
h
p
憲
法
第

山
μ

来
、
目
む
は
杭
K
J
第

条

第

四

条

二一

)
F放
の
姑
J

林
に
関
す
る
り
ん
市
川
却
は

五
ヘ
ロ
の
一
沼
市
に
よ
り
只
故
防
が
一
晶
伏
J

ゆ
る
が

ふとj

オ、

'0 

了

第

二

条

第

凶

条

(
員
救
院
令
状
市
八
条

J

、
副
叫
が
昔
、
放
の
場
人
コ
仏
、

そ
の
よ
う
な
又
η
十
の
諮
初
、
貴
族
院
の
一
議
伏
は
要
し
を
し
〕
言
、
一
勅
出
口
一

i
リ
特

一
認
許
均
一
一
フ
し
タ
ル
華
校
」
は
、
円
+
山
町
民
と
婚
嫁
オ
ヲ
る

F

」

L
P

が
で
主
人
八
(
皇
室
民
範
第

ル
ソ
九
人
)

コ
二
J
4
1

6

l
メ
l
l

伺川
J

叫
川
市
貝
族
は
、

nb
佼ト
y-
払

{
仇
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い

J

一
回
一
)
判
鮮
宜
保
は
、
ー
ヘ
ム
伎
の
よ
う
に
ー
出
{
苧
二
川
、
ン
」
(
王
公
家
軌
範
第
六
北
条
)
と
い
う
丈
ず
い
は
な

ペd、

忠
順
ヲ
2

九
ケ
ノ
行
気
」
が
あ
っ
た
町
は
誌
が
の

「返
L
l

」
か
ま
ど
は
「
司
遇
」

ら
わ
て
い
f
c
r仙
人
に

の
「
伴
仕
着
ク
ハ
林

n
d

(
刊
料
只
甘
味
令
、
第
一
?
〕
条
号
て
相
伝
人

一L
u
m一
プ
欠
ク
ノ
行
潟

が
あ
っ
た
時
に
は
「
護
お

ゃ
「
仙
初
日
一
さ
れ
な
い

(司
l

仁
、
治
州
条
一

41)

な
与
の
懲
戒
を
支
け
た
〉
爵
?
い
も
、

恒
久
的
ヘ
ム
「
子
主
一

γ
対

す

る

心

問
L

を

粂
仕
と
す
る
も
の
ご
あ
っ
た
の

そ
れ
に
対
、
木
弘
の
わ
い
出
阿
川
式
等
は

ジ〉

(也

IpJ 

第
一
六
条
も
参
照
さ
れ
た
い
〆

O

辛
扶
ム
一
J

二
九
ヘ
}
七
作
1
1
九
万
へ
円
、

皇
室
ム
一
J
U

笠

τ
2
e
華
族
r
A
務
〈
γ
p

占
ハ

はナヰヘ、
μ
第
ハ
ロ
ヱ

に
は
川
崎
'
て

了寸

" 

じ

さ
れ
ず
、
叙
院
の
持
に
一
夫
く
口
需
の
眠
時
T
v
取
を
校
一
真
せ
ん
こ

k
を
で
も
っ
と
い
う
山
川
河
の
誓
書
官
一
一
立
町
に
犯
ら
れ
て
い
る
神
に
梓
げ
る

と
い
与
力
J
A
て
諜
せ
ら
れ
た
「

建
前
に
崎

L
一
に
は
富
山
内
有
か
ら
木
人
に
そ
の
む
一
]
苦
心
写
ー
が
、
比
ら
れ

同
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も
ち
ろ

:J
十
川
族
令
に
も
懲
校
規
定
は
胃
か
れ
て
い
る
r

例
え
ば
、

「
一
〉
別
れ
す
の
訴
を
主
け
p

一
勾
留
ま
F

は
保
釈
市
の
ぺ
村
小
池
以
上

の
刑
の
ん
け
ソ
シ
一
一
ヌ
け
た
け
吋
ra
り
ふ
り
裁
判
即
内
定
に
弔
る
ま
で
の
ハ

(弘
i

成
人
ん
ト
第
亡
失

ロ
J

‘
川

1

日一一

は
、
士
号
肢
の
礼
遇
を
宇
げ
る
こ
と

は
ご
き
な
い
、
(
)
死
刑
ま
と
仙
ゆ
だ
わ
械
の
宵
ゾ
を
受
け
、
そ
の
裁
判
が
伴
走
し
た
者
は
、

μ
人
爵
へ
司
i
、
第

y
k
↓

卑;

叫
れ
の
」
川
位
争
一
保
つ
こ
レ
が

C
き
な
い
者
は
、
不
快
の
礼
遇
停

H

向
上
、
第

二
一
条
月
一
戸
、
(
到
〕
主
肢
の
九
件
闘
を
「
い
ほ
J

づ
る
「
牛
九

行
一
が
あ
っ
h
J

誌
は

1

育
状

一
女

J
1
3
1ゾ
一
次

L

Z
1
l
l
f
z
l
ュ

除
長
王
ん
は
華
族
の
礼
遇
代
一
可
け
も
し
く
は
渋

U

同
仁
、
第
二
川
魚

羽
〉
な
じ
ゾ

(1) 

た

こ
れ
ら
の
巾
に
は
直
張
、

問
岐
に
叫
版
義
務
迫
以
存
山
門
究
レ
に
オ
ム
剖
枇
出
品
川
も
古
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
可
札
能
川
口
践
に
は
、

相
叶
鮮
貴
族
ム
リ
に
よ

J

て
嵐
長
、

H
U
同
州
立
一
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
引
は
、

七
に
見
た
仁
、
つ
な
+
絞
め
場
人
と
の
主
民
と
し
て
、
立
っ
し
て
い
日

さ
t
にい
d

ま
た
剖
は
パ
山
只
校
い
v
d
M

一
幹
悶
併
合
条
約
第

E
常
(
本
国
己
主
廿
一
下
、
勲
寸
γ
ル
将
人
一
~
ン
一
ブ
特
二
夫
人
科
三
川
口
ヴ
八
三
宮
戸
づ
け
k

と~接・m:~.生 :[i!j授のをE存

認
メ
タ
凡
社
一
二
刻
、
ン
袋
詰
円

け
閉
会
ワ
血
ヘ
7

ノ
ヘ
、
ン
~

そ
れ
ぞ
れ

1
0
万
区
、

い
h

甘
ん
引
い
♂
I
」

一
日
併
九
円
肘
に
、

ハ
(
ハ
〉
〆
U
一
一
ー
二
F
N
h
、

パ
二
川
)
川
一
川
と
い
う
ド
討
の
川
川
山
賜
八
ム
倍
、
が
与
、
↓
ん
ら
れ

上
注
工
ん
ど
こ
ろ
か
ら
明
ら
L

か
な
よ
う
に
、
判
鮮
由
民
佐
に
対

J

て
も
、
益
政
こ
司
〕
名
作
の
ち
副
作
を
い
孜
け
、
立
朕
に
準
ず
る
礼
遇
、

豆
一
山
県
の
一
長
引
仲
を
一
与
、
，
へ

河
川
ヘ
干
一
定
梓
慢
の
ん
i
設
内
で
の
援
沈
を
う
え
る
が
、

王
公
族
、
こ
川

t

孫、

fMrw
内
に
利
用
さ
れ
る
よ

可 j 白

μ 

"~ 

う
な
拍
位

λ

千
円
ヰ
政
治
に
影
響
ん
ざ
い
グ
ば
ず
こ
と
が
で
さ
る
よ
、
つ
な
い
辺
校
に
は
坑
け
す
、
政
治
に
河
与
さ
せ
な
い
と
い
、
つ
い
本
川
門
永
の
告

17章:{;i>f-i

思
が
十
択
一
叶
え
れ
て
い
た
の
で
あ
る
u

こ
の
こ
と
は

げ
叶
治
凶

年
七
月
間
一
円
前
yd{主
力
戟
針
民
族
令
の
一
州
問
い
「
ド
ぃ
本
干
荻
ノ

h
又一ル

率
一
以
北
ヲ
十
サ
ヘ
行
ソ
ル
抱
u
u
i
フ
リ
一

と
の
す
法
趣
旨
が
一
一
刊
宝
U
S
さ
れ

f
い

ニ
レ
〈
仁
ょ
っ
ぐ
戸
大
1

刑
さ
れ
る

こ
こ
で
言
つ
一
参
政

絃
」
ー
と
は
、
選
挙
・
被
巡
幸
紘
と
い
っ
た
な
吠

tiり
も
、
仏
〈
殴
ム
旧
に
参
与
す
と
作
限
と
い
、
つ

Hλ
咋
に
解
一
。
べ

3
で
あ
ろ
、
つ
c
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以
ー
に
昂
¥
¥
て
き
た
ζ

こ
う
か
ら
明
ー
わ
か
士
よ
う
に
、

パ
…
の
法
的
構
造
を
構
成
し
て

3
P
Z
民
・
ι手
段
別
佼
に
、

カ♂

持
国
併
合

に
こ
も
な
い
、
糸
、
れ
ま
で
大
?
制
権
々
の
一
瓦

行
一
干
の

新
f
に
、
町
時
寸
一
明
一
帝
・

アJ 

〕
て
主
院
の
次
い

に
、
山
韓
一
パ
「
宇
十
ノ
現

h
ノ
山
政
二
/
ア
早
扶
/
礼
兆
一
ロ
コ
ケ
け
ル
主
及
川
い
ほ
y人
ハ
功
労
ア
サ
タ
ル
帆
鮮
人
口
コ
ヘ
準
肋
族
た
る
籾

ー
は
岳
山
守
合
一
姐
ぷ
地
領
有
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
渋
述
し
た
ょ
っ
な
主
別
的
な
仇
一
週
を
も
っ
て
、
白
川
、
編
入
丸
一
九
た
の
ご
あ
る
。
リ
ぞ
れ
は

幻
リ
閉
山
大
皇
引
権
り
の
庶

い
も
お
う
成
立
し
た
也
氏
地
帝

M
l本
ト
お
け
る
、

へ
U

一一

二
一
同
一
人
討
し
七
変
ぎ
と
=
ヮ
っ
こ
1
y
i

が
で
き
上
、
っ
。

鮮
買
放
と
じ
て
円
半
以
の
次
位
に
、

い
川
、
の
法
的
構
造
を
構
成

L
C
3た
早
族
+
半
波
別
皮
の
、

六

二
等
留
民
の
創
出

こ
の
よ
う
に

υ本
は
一
純
白
炉
介
」

「
許
や
一

も

i且
加

編
人
し
ん
h
c

と
同
計
4
1

ト
に
よ
三
マ
¥
首
担
問
山
宅
功
凶
を
、

凶
い
八
倍
か
r
ぃ

Jolt山
叫

が

天
皇
制
惟
力
の
際
市
の
日
比
的
荷
造
に
手
配
的
な
処
遇
を

「
bJ

一弘キ
h
j
J
h

一ぇ
lu
スヨ

巨
民
」

し人河川
M
川{
w
t
は
の
庭
用
ι
ざ
っ
け
な
い

そ
れ
に
対
百
て
円
本
旧
民
の
な
か
に
で
同
阜
市
山
氏
の
旭
胤
を

J

マ
ん
け
と

リ
ギ
人
し
し

等
一
村
氏
」
ド

主
寸
門
以
」
ー
と
し
て
取
り
級
わ
れ
る

低
利
は
な
い

は
立
別
さ
れ

f
情
民
地
朝
鮮
の
国
民
が
剣
山
川
さ
れ
に
こ
い
工
化
、
看
過
1

J

て
は
な
ら
な
い

r

一冗

植
民
政
台
湾
の
ヨ
ハ
民
も
そ
、
つ
で
あ
J

T

J

こ
の
よ
与
な
J
引
を
お
い
♀
う
草
花
ム
牒
1

〆
一
な
っ
た
の
は
、

戸
ん
析
で
あ
り
つ
た
が

F
，
丈
ー
は
&
ー
〕
打
し
て
い
え

昨
刊
日
で
は

一
九
ひ
ん
年

}
九
万
円
山
に
憲
兵
と
芭
一
由
民
小
{
「
い
が
民
間
で
民
認
識
査
に
若
手
、

1
2

」

μ+
、
亡
?
一
奇
↓

R

1

5

1
亡
、
i
J
Mは

1

z
l
し

1

幸
!
h
マ
y
J
E
J
j
干
し

J

杭
俳
人
は

区
別
支
れ
た
れ
八
日
法
人
は

マー、↓
L
l
、

ノ
i

ノ

(
明
治
九

日
焼
刊
ん
に
よ
っ
て
円
円
簿
に
三
コ
山
戸
れ
て
い
る
苔
と
し
て
、
ム
u
汚
へ
と

U
4
aへ
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
の
じ
一
め
る

f

人
口
汚
の
ド
口
簿
が

rL仙
少

」

ヨル】九、

彼
与
は
、

制
一
明
、
責
務
は
あ
る
が
い
刊
政
主
加
の

(
明
治
州
二
)

戸
法
律
第
八
川
す
)

川
午
ド
一
H
1
4

が
台
北
竹
さ
れ
、

民治日山川、

ヰ41

0
4
4
刀
に
は
J川
/
J
L
J
L
い-

乙
k
nソ
均
百
九
、

J

L

4

i

 

い
本
人
は
一
戸
籍

札
制
灯
口
籍
へ

J

(

ム

寸

ノ

年
)
に
長
/
、
ド
諾
い
な
記
さ
れ
一

L

い
る
者
と
|
一
亡

今
の
台
湾
住
民
一
「
門
調
査
脱
刈

礼

治

へ

九、
i
u

立

十
ジ)
!..，、

>li 
l' j 
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一
戸
諸
と
な
っ
ず
の
は
一

zル

問
相
八
)
午
で
あ
了
に

こ
の
よ
う
な
品
川
区
は
、

え
配
者
た
る

U
本
人
と
絞
人
一
似
〆
た
一
七
日
位
民
地
人

民
を
戸
絵
の
壬
い
共
に
よ
っ
〈
14
〕採

L
、
明
砕
化
し
て
支
配

E

山悦ノ九州比の

強
化
す
る
回
的
の
た
め
い
と
ら
れ
p

も
の
ご

ふ
の
つ
ー
に
つ

戸トト九は

、、ノヤト¥ノリ胤之ヒヨ匂一コ、、

f

布

1
C戸い
l

寸
区

r
l半

A

や
し
て

大
呈
判
権
力
の
泊
目
…
の
法
的
構
迭
と
と
も

γ
国
民
の
陪
中
間
構
成
い

-f， 
ノt

、つ
}
V

づ、

お
い
て
也
、
植
民
地
巾
問
円
本
と
し
て
い
ず
ノ
お
う
成
立
す
る
の
ど
あ
る

J

ヲ
ご
一
[
リ
ハ
工

J
じ
ま
な
4

0

J

j

j

L

l

J

l

 

〆え司法一万る

七八

r

J

咋
体
制
一
議
内
在
北
l
|
|五
ノ
田

jL 

¥ノ
l
r
v
h
糸
こ
よ

f

、r
I

ト

t

l

L

i

ト
カ
ョ
ん
し
|
|
「

川
口
口
H

j

上
、
つ
に
、
近
代
円
本
の
冨
家
体
制
・
法
制
度
の
恨
幹
を
依
成
ず
る
孔
4
7
げ
リ
止
が
出
揃
う
の
で
あ
ん
v

こ
の

一
羽
田
一
日

山
、
に
車
内
円
し
で
も
、

日
本
が
近
代
戸
哀
を
和
民
地
帝
医
と
し
て
い
ち
お
う
成
げ
し
た
「
符
匡
況
合
」
の
午
で
め
る
九

ハU
心
!
を
象
微

川川ドレ一与つ、ぇ、

u
I
A
;
近
代
国
家
の
法
体
制
を
一
九
一
口
年
休
M

m

!

と
指
弥
し
、
把
張
寸
之
ニ
レ
が
で

J
J
4

る
の
で
あ
る
、
こ
の
リ
本
ふ
り

代
医
家
の
法
体
制
は
、

山
地
に
r
J
γ

て
組
抗
す
れ
ば
、

火
1

1

7

司
ケ
ソ
シ

i
川
崎
ト
円
柄
、

強
化

3
れ
て
書
道
・
治
安
打
札
持
法
体
制
に
浮

行
三
次
い
よ
い
普
選
出
の
弓
依
化
L
Y

泊
会
維
持
い
い
}
同
を
中
が
い
と
す
る
治
安
立
出
の
強
化
を
し
y

も
な
い
つ
つ
、
学
戦
時
戦
吋
出
払
制

と~接・m:~.生 :[i!j授のをE存

i7? ブ
」 y 

ン

ズ
J、
王
体

"'1 
に
移
行
7

二
三
読
ん
山
制
三
な
と
古
川
一
上
の
原
則
が
否

A

忘
さ
れ
、
意
刊
行
村
体
が

N
R
か
り
州
航
さ
れ
h

二
畳
憲
ム
ア

憲
法
停
一
状
泌
が
出
現
す
る
デ
、

敗
戦
に
±
勾
大
川
右
』
『
刊
の
川
明
感
に
お
る
ま
で
ゴ
な
ー
近
代
利
家
の
江
川
体
制
が
隠
い
民
放
す
J

十
判

Hj択
の
法
体
制
二
に
あ
っ
ナ
品
百
も
法
公
的
に
は
変
リ
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
酔
将
司
糾
〈
円
Mr程
に
お
け
る
耳
の
ー
十
通
1

性
の
形
成
、
的
鮮
を
主
ザ
ー
す
る
朝
鮮
‘
ム
I

汚
の
植
民
地
相
リ
信
機
怖
の
整
治
お
よ
び
一
九

一
(
J
守
H
伎
の
材
抱
に
お
け
ゐ
話
4
V
法
・
諸
政
ぺ
糸

γ
つ
い
て
簡
潔
に
述
父
、
一
九
つ
年
体
刊
の
古
記
」
も
す
叶
止
し
て
、
む
す
び

17章:{;i>f-i
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、
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t
x
p
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む
す
び
い

ゐ
パ
ハ
¥
長
体
尚
北
叩

l

の
j立
ゴ元

巨
大
円
い
わ
ゆ
る

1
M
科
目
印
刷
合
一
は
、

じ
露
戦
pp時
引
戸
本
の
韓
川
崎

J

に
対
す
る
平
!
F
1
1
旬
か
ら
川
町
ま
っ
と

r

ui併
の
い
転
向
に
対
す
る
車
事
行
居
間
仁
川
手
し
い
も
の
ご
あ
っ
人
J

か

戸
し
蕗
戦
争
は
、
々
引
い
い
い
上

は、

U
本
が
韓
同
門
令
官
事
保
全
す
る
こ
と
に
あ
円
と
が
、
ポ
必
ず

i
は、

句
で
あ
ゐ
巳

日
木
半
は

ル」川口川
h

っ

さ

l
j
/

ん
」
け
・
民
家
な
ど
を

u
惚
ー
で
半
事
施
設
と
し
、
平
J

一
ベ
を
使
用
し
て
特
村
各
地
山
一
郎
d

寸
に
軍
需
物
資
を

話
五
し
、

人
々
い
そ
の
輸
込
を
命
じ
わ
=
二
の
仁
、
つ
に
日
木
ギ
が
い
円
程
ド
を
軍
事
兵
山
河
川
十
世
相
地
化
し
ん
た
め
、

山
山
川
抗
哩
勅
が
J

叫
一
き
た
い
刀
、

絞
ら
を
州
刑
な
ど
の
段
討
に
処
し
た

日

h
T
匡
各
地
ご
は
昂
衆
や
芯
日
ハ

円
本
山
半
以
特
凶
一
全
十
↑
半
洋
件
制
を
け
施
主
、

市
リ
'
均
宇
品
川

(
昭
治
一

h

七
月
円
、

の
批
杭
を
机
附
除
a

弾
圧
J
q

る
た
め
に
韓
川
の
(
部
に
υ
位
行
弘
、
札
た
が
、

い山中〆つパさ札九

日
本
!
棋
の
軍
事
行
動
に
必
要
な
位
ぷ
に
汁
す
る
判
明

l

主
、
破
壊
る
な
ど
、
韓
同
日
以
衆

ヰ型

凡
(
ハ
)
丘
町

九
位
叫
ん
?
誌
が
}
言
論
日
版
ま

万
円
仁
は
、
心
土
に
払
ト
八
、

月
t
吋
川
H

に
ほ
、

処
罰
の
対
象
M
T
M
M
十
八
さ
れ
、

阿

諜

利

政
r
n
h旬
、
軍
人
・
2

市
町
内
に
一
一
灯
宇
る
椛
孫
幼
心

人
L

交
際
が
あ
っ
た
、
リ
、

づての北問、

で
も
か
、
民
締
り
、
J

ん
罰
の
討
象
こ
な
3
P
/
c

役
E4
花
ア
れ
は
「
尚
北
」
ノ
者
徹
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
処
罰
さ
れ
た
に
ま
た
口
、
ン
ア

司川勺仏
T
J
}
臼川、

ロ
ン
ア
泣
時
を
所
村
，
し
て
い
る
だ
け
で
も
弘
司
の
対
誌
と
な
っ
た
こ

故
山
恨
の
九
ぺ
一
ハ
門
戸
、
万
に
も
改
訂
さ
れ
、
内
一
合
も
詐
机
と
な
り
、
罰
則
も
強
化
さ
れ
た

J

叫
車
内
汁
は
、

円
十
や
は

こ
の
よ
司
ノ
に
非
国
内
犠
牲
の
ち
ょ
八
仁
円
蕗
弐
争
に
手
絡
す
る
が
、

円
海
玄
μ

条
約
靖
叩
直
後
の
一
ル
八
υ
五

じ
い
い
い
、
南
事
力
を
後
ろ
指
に
お

次
戸
い
斡
協
約
十
約
一
杭

L
、
持
制
刊
の
札
?
父
2

唱
を
山
町
い
い
、
制
作
刊
の

木
の
似
裁
判
化
し
た
。

こ
h

つ
し
て

「

i
h
wい
J

井
ム
」

一UU

コL

仁
さ
も
卜
主
一
一
〉
コ
し
に
ν
戸

U
1
J宍
i
t
-
-
M
M
h
v
j
z
f

そ
の
返
程
は
、

H
作
戦
争
時
の
止
泣
い
i

の
軍
事
〕
鵠
か
ら
も
什
J

つ
か
な
よ
う
に
、

(
川
川

FM
一
八
)
午

っ
て
、
韓
間
を
い
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平
と
く
に
陪
卒
デ
、

か
な
り
の
土
寺
桂
子
も
っ
て
進
め
て
い
っ
た

問
え
は
州
市
次
円
抑
協
約
絞
給
じ
際

L
て
も
、
蛇
ヨ
射
訓
半
司
令
1

日
比
八
約
八
好
道
院
不
大
お
い
は
、

一
九
コ
五
年

コ
月
一
っ
け
に

大
木
r

川
門
訓
令
に
よ
り

ー
和
議
十
八
ム
買
お

E
び
林
公
切
を
け
叫
け
て
ボ
じ
韓
廷
に
流
出
せ
ム
る
べ
き
深
議
条
仰
の
通
泌
を
は
か
る
べ
き
~14E

を

7
ぞ
り
れ
て
い
る
。
こ
力
訓
人
了
は

】
円
の
羽
一
説
次
定
第
六
J
j
「
長
谷
川
司
令
J

巨
ヘ
引
ア
ペ
林
八
百
己
記
三
必
叫
ノ
援
助

M
門
ハ
川
ハ
h
J「
j

パ

日

7

臥
二
、
以
ァ
本
μ

ノ
満
足
し
ア
ル
成
功
守
期
ス
ヘ
ヶ
一
日
ノ
命
令
」
7

設
じ
で
ラ
ル
ル
ゴ

i

一
じ
沿
っ
ん
も
の
で
あ
っ

長
谷
川
が

刊
州
ム
ー
を
川
ノ
(
け
収
っ
た

沼
山
後
の

一
月
九
日
に
は
冗
山
王
か
ら
勾
派
大
使
に
仔
人
げ
さ
れ
た
伊
桜
持
主
カ
ソ
ウ
ル
に
到
制

す
る
「
支
持
川
は
、
一
K
M
川
藩
(
ス
ー
市
石
川
藩
)
山
ら
ず
の
平
人
ー
に
し
て
駐
在
京
の
式
カ
キ
」
後

σ
結
に
古
川
落
川

i

一
腎
の
弔
藤
と
と
も
に
、
幹

国
同
市
ゃ
い
関
同
軍
部
大
臣
な
ど
に
協
約
一
市
枯
ら
を
威
嚇
b
d
u
J
て
泊
り
、
締
結
に
τ
r
J
た
の
で
あ
Z

こ
の
よ
う
に
弘
ぷ
司
干
の
バ
v

心
を
品
目
ろ
憶
に
、

μ

干
上
立
で
の
も
l
y

、
本
と
い
広
[
八
位
以
卜
外
交
告
と
の
世
携
に
よ
っ
て
注
め
ら
れ
た
協
約

目
ド
上
I

、J
1
L

ーし工、

h
b
m

ム川
J
ら
ぺ
可
A
W
A
A
P
K

タ「

i
ョ
、
人
弘

γρ
ノ

j
J
J
l
F
O
 一韓
M

門
戸
ヘ
u
条
約
」
締
怖
の
司
社
に
お
い
↑

ro恭
本
的
動
向
と
?
二
、
は
、

小川地上打、っか
f
か
つ
れ
可

柄
民
地

と~接・m:~.生 :[i!j授のをE存

化
か
一
色
め
、
支
配
体
制
L
M

刊
7
↓
す
る
一
一
戸
め
に
は
、

の
抵
抗
手
排
除
・
出
V
K宇
る
一
人
め
、
強
打
な
空
ヰ
ム
バ
を
必
要
l

こ
、
よ
」
か
h

で
ち
る
c

長
谷
川
は

一
九
口
百
年

月
に
「
意
見
喜
」
に
お
い
て
、
今
佼
の
引
い
則
鮮
政
策
は
、
「
武
断
的
方
法
を
ζ

る
べ
き
で

人
ア
佼
の
朝
鮮
支
配
は
政
令
を
い
以
ぃ
一
号
v
U
協
と
す
る
中
部
支
配
に
依
る
べ
き
こ
と
す
己
安
、
ナ

J

て
い
p
t
の
で
あ
ふ
っ
↓
寸
内
冗
江
川
口
比
陸
相
は
、

ド
レ
川
有
明
と
も
に
F

}

の
長
、
九
円
川
の
立
~
を
主
付
し
て
い

-
八
都
第
二

ι

一
享
に
お
い
て
述
べ
え
よ
ろ
に
、
「
品
川
何
回
併
九
け
に
が
も
な
う
斡

国
白
h

烹
・
功
仲
の
処
遇
ム
ゲ
一
決
め
ブ
却
に
当
っ
て
も
、
角
川
半
火
原
京
持
…
の
ふ

d

対
軒
川
純
一
室
が
政
引
に
け
刈
し
て
川
叫
ん
い
影
響
力
を

7
ス司令

17章:{;i>f-i

で
き
た
の
は
、
役
山
色
男
も
九
百
幻
、
改
内
庁
伎
に
は
、
こ
の
よ
う
な
軍
部
勢
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

U

さ
ら
に
、
寺
内
が
直
技
士
川

E
M川
合
条
約
」
締
結
に
い
叫
い
影
部
ihd
を
持
っ
て
U

た
の
は
、
改
が
ー
特
何
件
台
条
約
」
桁
結
に
持
す
る

任
務
を
政
町
か
ら
与
、
え
ら
れ
f

、
い
た
こ
と
に
も

t
る
と
考
、
ズ
ら
れ
ゐ
c

そ
れ
は
、

一
九
一
〔
)
(
明
治
同
一
一
〕
芋
八
月

一
Uμ
刊
の
寺
内

，~ 

J内
〆J
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絞
駁
よ
け
小
一
ヤ
ヰ
ト
ん
出
外
務
大
亘
宛
の
次
の
電
朽
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

八
ば
ふ
一
円

守
内
科
同
紙
戸
川
ヨ
小
川
外
湾
人
件
対
(
一
J

円J
ぎ

韓
留
併
合
焼
豹
交
渉
開
蛤
滋
諜
完
結
殿
ノ
穣
定
ニ
欄
λ
ん
件

者ぅ

ヲ月

続

河
川
一
ノ
内
々
ヲ
一
ユ
ゲ
J
m
L
ル
昨
日
汁
ノ
印
セ
甲
山
パ
社
目
コ
リ
君
「
、
ン
タ
ン
別
段
ノ
故
附
ナ

f注
七
入
ル
一
於
ワ
ハ
廿
八
月
末
一
ハ
栂
フ
(
w
J
七
ン
メ
戊
」
百
uu~

f
リ
就
ァ
、
在

k
小
l

小
片
山
一
一
問
介
「
ル
様
約
案
?
ル
ア
キ
父
べ
4Yブ
開
始
ス
ヘ
午
r

d
京
中
ノ
女
子
多
少
時
ょ
っ
主
人
口
コ
~
ア
ル
ヘ
ク
其
主
古
ナ
バ
モ

ノ
ハ
曳
↓
-
伝
協
議
ニ

E
y
ヘ~ン
f
U
L
枯
ノ
際
一
ユ
品
リ
出
宵
一
於
ア
川
同
一
-
ノ
U

J

1

子
核
ハ
偲
ア
治
陥
佳
ヒ
川
川
ル
「
信
ス
M

壬
伝
w
齢
、
山
村
好
返

シ
百
判

f
リ
夕
、
ン

む
の
定
読
に
お
い
て
I

寸
内
が
一
百
う
「
崎
山
/
断
、
決
!
と
は
「
片
山
押
川
祈
~
条
約
」
ふ
締
約
す
る
こ
と
を
析
し
ご

v

る
と
与
え
ら
れ
る

J

こ
う
γ

ろ
え
る

k
、
寺
内
は
、
ま
ず
一
韓
川
併
ん
い
持
約
」
締
杭
を
お
当
オ
る
内
〈
叩
を
う
け
て

二
基
ン
ヰ
交
沙
ヲ
開
始
ず

ゐ

が

rvヘψ

に
つ
い
く
ば
ー
多
少
は
山
工
ヲ
安
ス
ル
ゴ
ト
」
が
あ
る
い
叫
台
一
其
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
吏
ご
」
一
」
刊
誌
」

。〉

す
る
こ
戸
〈
て
い
る
こ
と
が
汀
る
r

次
い
と
役
は
、
「
伐
約
一
交
接
が
「
正
也
市
」
し
た
際
に
外
務
省
に
お
い
て

づ
ル
へ
き
下
計
一
」

は
「
経
一
y
治
部

っ
て
い
る

L

C
一
ず
る
が
「
都
令
一
は
己
λ
な
っ
と
い
る
の
か
、
「
折
返
~
J
定
戦
ア
リ
タ
ン
」
と
述
べ
、
ぃ

る
の
さ
あ
る

J

十
立
ハ
ハ
中
協
議
済

の
伐
約
案
一
と
は
、
慢
が
統
括
缶
れ
に
先
立
っ
て
ぷ
置
し
た
併
A
h
準
備
委
九
会
で
設
と
刷
の
末
、

決
め
」
円
れ
、
そ
の
ま
ま
一
九
一
三
年
七
月
八
じ
、
世
川
ム
ド
定
ノ
「
力
法
紺
日
と
し

cm同
一
間
決
定
さ
れ
ん
現
行
役
の
田
仲
件
、
対
札
針
人
の
刑
法
よ

J
b
J
1
F
 

O

五
七

持
い
い
門
出
・
功
庄
の
処
分

外
回
入
居
留
地
の
処
分
な
ど

処
辺
、
、
特
川
刊
の
F
Hい
一
作
世
務
、
口
口
史
の
円
命
、

外
回
ん
の
権
利

の
処
山
内
力
去
を
お
称
し
た
も
の
と
申
わ
れ
る
c

間
一
設
と
は
守
合
後
の
い
i

引
仰
を
一
軒
能
川
」
と
す
る
こ
と
も
決
め

ιが
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こ
の
一
で
つ
に

1

拝
同
併
合
怜
均
一
は
、
守
内
が
、

に
悶

1
る
任
品
会
」
政
析
か
ら
与
え
ら
れ
、
か
な
り
の

伊
崎
将
に
一
+
っ
?
の
で
あ
る
つ
与
す
戸
川

J

は
、
初
代
怖
鮮
総
督
に
就
任
す

2

心こ

守
内
は
、
机
鮮
総
日
L
f
「
)
、
判
制
川
に
お
け
る
植
只
山
門
〕
統
J
h
機
構
を
霊
情
ー
す
る
が
、
朝
鮮
一
い
お
け

の
強
旬
以
、
既
に
絞
門
戸
川

付
山
叫
Z

戸
川
時
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
統
民
十
一
汁
は

ーー

:
1
J
2
;
、

に
l

一i
市
川
行
さ
れ

f
一λ
J

一
九
ワ
六
年
二
月
一

;ciiL: 

-A
日
j
f
k

ヤ
ヘ
呈
い
A
P
f
d
L
、
刈
明
刈
総

坪
i
八
恒
を
総
て
十
八
星
に
L

J

長
・
裁
ー
を
一
定
け
、

戸
い
本
帝
国
会
代
表
し
て
持
制
刊
が
父
、
事
務
を
統
特
、
同
母
一
一
ヲ

っ
た
口
王
h
J

紛

孟
は
日
市
h

E

円
安
巳
ザ
秩
浮
を
保
持
す
る
h
f

め、

必
安
と
認
め
る
持
は
、
穂
村
?
備
市
川
f

の
司
令
d

斗に

M
L、
兵
力
の
使
用
を
合
J
9
Q

こ
し
い
が

統
M

い
川
は
、
統
監
叶
〈
J

をわザ

L
、
二
れ

年
以
ト
ま
た
は
討
会
市
ハ
ノ
f

川
以
内
の
叫
河
川
町
を
付
す
る
こ
乙
が
で
き
た
の
「

あ
る

九
ひ
五
ハ

八
七
一
九
州
司
早
川
山
則
改
料
亭
庁
山
一
川

円
一
川
一
川
叫
が
机
ム
J
岱
ル

こ
の
よ
う
に
杭
監
の
枠
限
は
、
伯
大
で
、
絞
め
総
督
と
ほ
介
入
ド
ナ
丸
打
、
れ
作
品
、
v

惟
限
を
既
に
有
し
て
い
れ
の
で
あ
る

3

こ
λ

u

y

L

緯
同
は
、
外
t

父
ほ
ん
ゲ
比
七
全
に
辛
…
ょ
わ
れ
、
内
政
は
さ
去
、

ほ
と
ん
ど
蕊
わ
札
た
よ

れ
ふ
っ
、
し
た

と~接・m:~.生 :[i!j授のをE存

人
J

玄
室
土

1
1
1
:
 
力〈ハ

)t
(
明
治
ド
一
パ
)
)
ん
七
月
匹
円
の
し
三
一
次
日
持
協
約
に
よ
っ
て
峰
川
政
府
の
仕
令
制

F

心
三
百
要
企
行
政
処
完

は

f
的
渋
川
併
の
承
臼
を
は
J

」
る
こ
ベ
拍
手
目
十
日
の
任
免
は
続
肢
の
い
山
君
を
料
一
と
つ
う
こ
と
、
統
昨
の
出
加
持
す
る
司
浪
人
目
吏
を
任
命
す

続
拾
が
冠
全
に
掌
握
す
る
に
t

つ
K
J

こ
ま
た
秘
怖
の
J
E
T
に
よ
一
U
C

る
こ
と
な
プ
が
v
L
ψ
λ

こ介。
J

軒
ペ
叶
…
什
却
の
与
お
じ
リ
ム
人
次

{
れ
が
配
南
京
れ
、

j
訟
の
各
分
野
に
も
大
三
の
円
本
人
が
採
町
芦
れ
た
サ
は
斗
凸
4
1
怖
の
-
十
人
隊
を
除
い
て
幹
国
半
円
解
散
も
は
め
ん
れ

一h

た
ぺ
韓
国
は
、
ム
下
砕
を
た
ん
に
喪
失
さ
せ
ら
れ
た
灯
に
あ
る
ο

さ
ら
に
一
、
ム
コ
統
括
は
、
持
田
の
布
一
間
引
総
司
十
ヘ
臣
臨
時
宮
珂
判
斎
純
yγ
父

17章:{;i>f-i

渉

L
v
t
、
稔
刊
の
ん
き
祭
事
一
材
も

l
本
政
府
統
監
に
安
住
気
付
、

と
お
払
っ
て
し
生
か
っ
た

U

お
え
て

一
し
、
お
佐
川
紅
部
憲
兵
隊
長
H
h
rん
こ
が
f

陸
軍
少
将
)

ーも

¥lJizJJ

j

c

f

ノ

f

;
i、
ト

l
d
1
L

〈
r
↑

ム

V以
内

外

川

ハ

外

〉

』ワ戸， 

ロ
ソ
統
叫
知
的
院
長
仁
口
同
署
長
配
F

1

桔い
h

い
博
与
一
準
怖
に
も
川
町
、
万

L
た
の
で
あ
る
=

つ
p一、

九
ハ
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上
注
し
た
f
h

う
ド

L
て
、
朝
鮮
に
お
け
る
伊
良
地
紋
治
州
内
情
は
「
桂
川
町
一
件
九
日
一
前
か
ら
警
備

3
れ
は
じ
め
て
い
三
の
で
あ
る
c

A

し

〉

、

i

y
f
q
/
f
J
 

日
に
今
一
川
一
統
川
市
と
時
一
寸
汁
閣
総
4
r
t
た
円

t
d
ハ
氾
叫
が
全
日
刊
委
託
と
コ
ー
」
1
せ
れ
調
印
し
て
伊
川
市
付
さ
れ
た
「
斡
寸
併

合

条

約

第
A

条
仁
は
「
ロ
レ
+
九
国
政
出
ハ
誠
立
E
u
h
H
}

一
新
初
役
口
部
重
ス
ル
幹
人
二
ン
ア
ね
首
ノ
仇
正
常
F
J

ル
壱
同
い
わ
引
情
ノ
許
ス
川
守
ノ
斡

剥
一
一
於
ん
ソ
ル
ヤ
巾
調
也
九
三
立
川
ス
ヘ
~

J

一ト
r

恕
J

う
ぐ
れ
て
い
ん
J

儒
投
モ
義
的
な
注
休
↓
の
も
の

2
は

つ

7
1
k
r
行
許
J

材
結

p

回
以
構
が

む
正
怖
さ
れ
じ
い
た
、
千
権
限
然
停
回
を
「
矧
〈
!
一

L
亡
、
地
疋
地
借
U

刊
を
い
ら
一
?
っ
成
立
気
付
た
「
じ
ト
A
T
H
円
以
附

2
し
て
J
U
む
を
得
な

im晋
で
あ
っ
た

ミ
」
仁
、

民
述
し
た
よ
う
に
、
寺
山
川
が

か
な
り
一
の
上
等
性
を
発
問
押
7
る
こ
と
が

F
3
た
の
は
、

殺
が
叫
ん
[

ー桔い
H

戸
川
寸
〆
甘
い
!
っ
て
、

条
約
締
川
村
l

父、
υ
を
ド
ド
さ
れ
て
い
た
こ
レ
/
も
あ
る
が
、
紋
の
杭

h

つM
聞
と
し
て
山
原
白
脱
出
一
討
を
小
川
】
と
す
る
軍
部

で
は

車

lit

f
h年

の
勢
一
川
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
苓
え
ら
れ
る

そ
の
庁
絞
f

二
k

一
九
ひ
じ

戸
明
治
何
一
U
J
主

ん
M

勺
ノ
の
半
令
の
制
ト
二

ょ
う
ご
筑
削
権
の
独
り
が
出
リ
仰
に
時
止
さ
れ
、

宮
部
の
国
家
統
治
機
橘
内
で
の
位
崖
が
叫
的
根
拠
を
得
た
こ
と
い
一
あ

j

に
っ
そ
れ
は
、

円
止
す
叫
戦
八
段
の

H
F

円
削
{
一
心
の
公
式
令
が
、
す
べ
て
の

(け一叩月一
J

一
拍
令
に
門
院
総
理
た
院
の
副
署
を
必
ず
る
と
沿
え
〕
/
と
を
、

川
町
を
は
l

u

め
、
平
部
が
ω
吹
川
維
の
狛

υ一
千
犯
す
も
の
で
あ
る
f
v

て
反
叫
し
、
川
前
i

ベ
{
一
三
一
も
こ
の
苧
部
の
う
忠
話
一
や
ぶ
詳
し
た
結
束
一
、
件
併

海
軍
の
統
帥
に
凶

L
勅
定
を
以
F

P

V
此
程
を
}
申
〈
い
と
し
、
陸
河
川
中
大
1

4

だ
リ
が
副
山
市
仇
す
れ
ば
一
か
い
こ
と
に
な
う
た
-
℃
に
一
h

る
も
の
で
あ

1，) 

合
一
円
科
医
に
は
、

R

A

A

・
-
十
話
一
山
バ
ノ
二

-U晴
利

L
た
こ
と
い
」
る
}
阜
の
パ
ん
刀
の
約
一
十
八
か
あ
っ

そ
の
川
啄

)
苧
ム
ー
の
消
{
七
日
し
よ
れ

統
治
機
構
刈
の
い
匹
ド
法
持
出
叫
加
問
JLγ

得
た
軍
部
は

以
~
た
い
一
つ
一
て
う
川
叫
ん
υ
一
一
を
地
人
九
一
什

国
政
を
挟
作
し

!
J

、。

ヲ
カ
L
v
t
し
4
¥

1也
ノJ

-
点
述
し
た
J
う
に
す
べ
て
の
法
伊
、
札
へ
り
に
内
問
総
理

F

人
引
力
硝
与
を
泌
す
る
と
規
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

乱
脈
h

人
寸
の
う
九
、

各
省
専
任
の
行
政
下
務
に
同
ず
る
も
の
は
、

王
住
山
川
名
官
γ
八
日
だ
け
が
賦
与
す
れ
ば
よ
ハ
二
と
な
と
を
凱
た
し
た
一
八

八
九
年
の
内
問
官
配
第
四
条
が
限
引
け
さ
れ

市
川
間
総
理
大
問
権
限
が
払
人

強
化
さ
れ
る
〈

一

J
J
t
T
E
l
l
;
z

j
」
じ
い
出
;
有
F
H
り
円
単

地
方
長
口
口
に
け
刈
す
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る
山
川
円
周
五
一
間
卜
人
間
の
お
揮
賢
官
権
が
明
文
化
さ
れ
と
、

こ
れ
は
、
完
川

U
ム
ー
の
絞
問
機
Mm構
築
の
環
こ
し
て
、

閣
内
に
お
け
る
芯
回
一

大
豆
権
「
恨
の
拡
小
人
、
強
化
と
め
紅
J
戸
大
止
の
い
だ

H
支
配
民
主
の
拡
大
、
強
化
打
開
kr
出
で
あ
っ

ま
た
従
来
、

大
同
一
r
h
M
d

疋
め

f

王
子
下
は
、

フ
匂
自
主
宰
門
戸
家
法
で
あ
っ
た
L

円
安

rAM机
も
剖
J
t誌
と
午
、
位
置
叶
け
よ

こ
の
時
期
、
並
行
し
と
円
本
内
長
前
川
策
で
あ
る
「
市
何
回
訪
ね
針
「
凶
均
一
一
袋
一
人
ル
兵
力
一
出
丘
、
制
領
が
、
時
代
帥
訴
さ
担
京

検
討
さ
れ
、
内
問
の

に
主
市
人
さ
れ

-h川
一
安
兵
h
d

そ
の
う
、
ズ
で

1

肘
一
円
何
日
方
針
ド
つ
い
て
の
寄
訴
は
計
さ
れ
た
一
一
r

は
、
山
門
間
総
州
岐
点
、
日
が
鴻
覧
ず
る
だ
け
と
い
っ
取
扱
い
で
、

丈
円
十
の
政
目
、
を
符
亡
、
パ
ー
'
て
さ
れ
七

ヘ
九
円
〉
七
年
一
月
)
に
こ
れ
は
統
拙

市
ー
一
阜
市
に
k
る
〆
打
政
凶
川
粁
担

ひ
い
て
は
一
w
h憲
法
第

二
条
の
百
州
市
f

人
権
を
犯
す
も
の
で
あ
っ
そ
じ
こ
れ
を
五
円
十
が
裁
可
し
か

ト
こ
リ
ハ
U

、
日
半
部
の
憲
法
政
加
を
天
口
も
認
め
b

た
こ
と
↑

こ
う
し
て
、
文
い
政
府
・
{
日
僚
と
、
平
部
と
い
、
つ
円
本
近
代
凶
一
家
の
特
俄
で
あ
る
臣
家
権
々
の
法
的
常
造
が
実
現
さ
れ
た
の
で
品
る

ん
の
一
年
北
殺
の

しゃ
T
I
八
f
J
T
露
戦
費

hr
調
達
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た

A
C
E
 

こ
の
時
期
に
は

一ド叩列乍
7

削
村
山
り
悦
、
は
」

と~接・m:~.生 :[i!j授のをE存

ハ
ー
と
一
が
戦
阪
の
江
〈
ハ
〉
六

一九〉

1
1
1

一3
長
J

リ

芯

二

JJ
「
「
川
イ
巾
リ

υyq
わ
い
」

に
よ
っ
F
f

、
政
晴
す
る
悶
民
山
内
一
松
市
の

~
旧
工
ロ

え
れ
、
戦
時
?

総
和
J

ヤ
戸
十
的
に
泌
急
的
に
一
汁
な
わ
れ
f
治
J
H
H

河
川
の
出
軸
を
な

t
M祉
に

ν
r
f
y
Q
涜
附
叫
ん
丙
町
対

J

な
こ
の
附
深
川
況
賦
ω
ゅ
の
制
限
守

ν、
ほ

二
九
(
〉
八
午
法
律
第

い
/
了
ノ
ど
そ
の
ま
ま
絞
伐
も
「
ぬ

U
校
別
院
に
河
す
る
法
律

J
C
一
ヒ
ー
へ
こ
し

h

二
工
、
，
M
L
↓

J立

J
i
一
匹
/
ノ
j

二
J
U
/
え

l
c
h
Y
7
1

制
改
革
ま
パ
ご
さ
れ
ぬ
「
ー
本
は
税
制
国
に
お
い
て
も
、
補
M

民
地
情
有
国
家
と

υ
て
栴
に
対
外
戦

7
を
行
な
い
う
る
川
家
f

「J

て
の
体

「ド

ー
を
構
築
じ
て
い
た
の
ご
あ
る
、

17章:{;i>f-i

こ
の
時
期
に
は
ま
た

年
い

九
ヘ
}
(
〕
(
可
治
一
=
一
年
の
十
九
旧
安
全
察
法
な
と
治
安
立
法
の
体
系
化
ト

九
三
七

~司刈ム円川「一一、ノノ

〆
ト
「

t
i

「M
2

1

、、

ハ
露
戦
後
円
相
1

民
地
市
μ
い
じ
本
の
利
家
秩
U

げ
の
注
持
に
迎
行
す
る

一
同
期
的
立
法

cあ
る
現
行
測
は
も
制
定
さ
れ

対
応
し
て
、

}
久
ヘ

3

ポー、

、
}
、
v

連
日
官
八
」
を
は
別
に
設
さ
た
大
逆
わ
ず
汗
を
い
契
機
に
、
:
の
わ
ず
件
げ
の
処
珂
十
清
仁
て
、

五
円
十
む
が
H
F
7
ふ
秩

一
九
一
〈
〆
干
の
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日
げ
を
却
ム
直
行
す
る
治
安
川
丸
山
且
も
量
的
、

質
的
に
拭
繍
さ
れ
る

r

そ
の
工
な
お
探
は
、
第

る
特
別
要
桜
察
人
劇
役

IL 

日
ハ
月
耳
目
、
吋
務
省
川
州
第
一
週
つ
り
特
別
市
宮
山
旬
察
f
、
従
察
内
埠

IR
孜
出
主
一
士
勺
・
共
重
半
読
者
・
註
ム
百
五
義
主
主
ふ

ご
め
い
明
、

一
年
八
万
一
じ

排
じ
思
想
を
一
行

i

一ヲワ
ω
恥
新
人
に
も
よ
バ
印
さ
れ
る
〕

の
判
定
、

特
別
討
し
い
寸
警
察
の
創

υ

~ 
ノt

{C
一
な
に
お
叫
拍
手
諜
設
匡
コ
殺
到
紙
法

(
A
h
M
O
t
hつ
ス

mr取
法
二
ヘ
大
(
年
、

の
匙
〕
察
・
刑
事
的
選
市
の
基
本
的
形
能
の
体
J

等
に
よ
ゐ
仇
宗
取
材
体
系
の
t

ん
成
、
め
に
内
訪
中
日
常
察
機
構
と
い
っ
、
第

の
」
日
比
情
州
議
笠
と
並
行
オ
八
ゴ
市
二
の
4r
口
杭
L
号
室

と
し
て
、
凶
渋
谷
検
祭
検
慌
が
胎
羽
を
は
じ
め
七
こ
と

fあ
る
〈
以
後
、
内
務
円
高
1
y
i

叶
法
官
が
唱
可
ト
激
し
い
対
抗
湾
同
仰
を
維
持
し

vn 

コ
つ
治
止
や
持
い
専
念
す
と
袋
詰
が
し
成
Y
V
L
一
に
い
く
「

N
l」
h

つ干
i

~

}

一
川
ゾ
出
H
1
N
n
p

一L
l

仏、

l
l
l
j
〈

L
i
f
i
l
i
-
-

へ
明
古
川
門
川
)

干

i

ド
h
H
h

、

そ
れ

ι
対
応
す
ゐ
山
川
次
を

円
本
資
本
主
設
も
仙
川
戸
段
泊
に
九
M
M
J

日
L
、

IL 

中
心
と
す
る
内
事
・

r-業斗
い
制
も
整
併
ん
さ
れ
る

ば
、
植
民
地
川
社
営
の
金
融
的
主
件
と
し
て
ー
へ
き
な

産
業
払
制
の

役
剖
志
川
市
た
、
ν
た
明
鮮
銀
行
り
い

「
片
山
川
崎
川
第
川
口
八
号
」
が
あ
る

v

こ
札
に
よ
、
て
、
発
長
銀
行
で
あ
川
、
開
発
銀
行
で
あ
る

(

寸

朝
鮮
弘
行
が
設
定
三

ι丈
の

江
町
出
立
高
田
E

ヘ
ロ
勺
)

い
同
一
ん
に
は
ま
だ
、

上
場
云

も
制
疋

一
(
!
丸
一
六
定
泌
「
勺
)
V
A
-

れ
る
「

V

は
、
慈
東
的
性
格
一
少
時
九
}

J

と

い
わ
ゆ
る
サ
ル
バ
円
で
は
あ
っ

r
p、
長
初
の
ま
と
ま
ハ
一
た
労
働
者
保
該
法
で
あ
っ

こ
の
よ
ミ
ノ
な

主

ハ
J
午
前
絞
り
決
制
改
古
は
、
俳
民
同
市
川
刈
リ
大
で
の
つ
F
J汗
機
内
情
削
築
刊
(
古
市
お
ふ
ぴ
ぞ
れ
に
白
守
口
、
河
誌
に
凶
述
す

フ

ω竹
士
末
門
戸

?出
民
主直
射l

i'n'、 王帝
H:~: ザ子

構内あ
も》

白 ζ

(巧言
でえ
はよ

つ

↑、、
7

u

l

i
ノ

ノ

4
L

U

凡
ニ
U

♂

1
 

八
)
の
つ
の
泊
ι円
以
佼
、
い
仏
じ
武
装
河
f

引
を
軍
事
持
じ
ヨ

l
L
、
邦

人

九

六
作
川
口
ー
の
中
政
カ
ら
弐
政
へ
の
移
行
後
J

も
、
台
湾
の
へ
ん
ぜ
か
ら
「

U
ヱ
巾
と
称
ヨ
」
れ
た
机
刊
行
の
も
と
、
軍
事
・
警
察
力
を
後
ろ
楯

円
、
平
V4
・
憲
兵
会
主
祭
品
川
ω

長
地
以
外
の
地
域
を
三
つ
に
ハ
刀
、
げ
で
、
治
安
維
持
を
刊
、
つ

段
盤
情
、
口
山
中
引
段
、
警
察
ル
の
焔
化
に
よ
る

批
性
的
時
祭
政
的
l
統
一
門
機
込
山
と
し
て
、
ま
た
税
鮮
一
じ
は

1

併
ん
に
後
も
、
市
半
島
市
ぺ
日
常
川
一
を
筏
ろ
棋
に
「
天
皇
ニ
ム
間
以
J

h

弘
日
件
以
内
借
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ノ
行
日
一
ブ

S
T
ル

川町一日』川口の
J
V
N
U

ご

い
わ
ゆ
る
武
断
絞
出
段
構
と
し
て
経
怖
さ
れ
て
い
一
っ
た

こ
れ
ら
の
府
漏
仁
呼
応
LF
る
:
か
の
工
う
に

Jし

(明
J

汗
沼
周
)
年
に
、
す
べ
ど
の
司
民
会
市
町
村
住
民
と

L
て

対
日
て
は

行
政
の
末
端
に
お
い
ご
統
治
す
る
市
制
・
町
村
叫
が
〈
同
改
正
芦
れ
た
サ
河
川
絞

一
丹
市
制
了
川
町
村
制
は

ん
凶
改
は
さ
れ
る
工
一
な

ノ
¥
、
む
し
ろ
υ
山
凶
悪
の
方
り
を
た
ど
り
つ
つ
、
続
的
期
限
慌
の
末
端
(
市
町

I

寸
村
、

可
村
会
・
出
器
会
)

九
州
=
也
「
改
正
L
E
は、

を
川
孔
持

に
um成
し
亡
、
阿
見
を
統
治
づ
る

u

こ
の
市
川
引
・
吋
付
制
会
小
和

t
し
て
反
問
さ
れ
た
地
与
改
良
運
お
↓
疋
力
…
拙
主
淫
訴
は
、
山
内
ド

木
い
要
請
、
一
品
れ
る
一
字
問

体
制
を
つ
〈
り
÷
げ
ム
似
た
め
に
、
松
米
の
前
川
県
出
可
村
住
民
(
町
民
は
吋
川
町
市
注
民
)
と

L

J

J

た
占
と
線
の
行
政
系
umん
を
通
ず
る
住
民
支
配
の
方
式
か
ら
、

そ
の
系
列
の
幣
俄
、
的
化
を
と
も
な
い
つ
3

、
か
つ
整
様
、
強
化
さ

れ
と
行
政
系
列
を
中
川
噛
と
し
育
土
ム
τ

な
と
の
占
悼
の
行
政
補
助
矧
織
持
活
じ
て

投
(
市
一

町
村
件
以
を
も
動
日
じ
て

宇
政
策
か
い
の
最
中
的
民
践
を
は
い
一
ろ
う
レ
/
す
る
〈
i

雨
的
・
ハ
也
問
的
な
住
民
支
配
的
方
式
で
あ
り
、

め
す

国
民
仏
叫
ん
パ
ル
ρ

一
同
指
し
ん
も
の
ご

一
)
の
方
式
は
、
泊
友
近
付
い
い
を
中
核
と
十
る
泊
P
K

止
法
を
と
も
な
っ
て
普
泌
一
足
主
出
へ
と
い
弘
閉
す
J
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円
ド
は
、
川
び
尚
一
じ
ニ
株
も
完
全
に
戸
J

同、
d

J

門
家
的
独
子

1A庄
中
札
す
る
ー

日
一
年
に

1

時
間
刊
併
合
を
行
な
い
、

た
主
制
作
力
の
山
口
!
の
法
的
構
造
に
お
い
て
も
そ
れ
に
迫
九
円

」
の
一
で
つ
に
よ
、

1
1
は
一
九

ー
〕
ん
~
休
制
一
を
構
築
す
る
と
と
も
い
、

ま
た
ッ
て
の
変
化
に
忠
仁
て
、
そ
の
市
役
の
同
期
じ
外

Huγ
植
民
た
こ
内
応
の
統
芯
機
構
を
拭
備
し

つ
つ
、
外
的
ど
内
也
の
双
方
カ
ら
成
り

υ
つ
楠
民
的
帝
国
と

ν

し
い
い
本
近
代
川
家
の
汁
仏
休
初
を
設
満
、
構
築
し
た
の
で
あ
る
コ
こ
の
体

ー
は
、
京
沖
し
た

L
T
ノに、

本
一
知
が
、

本

敗
山
え
に
よ
る
7
/
、
じ
本
帝
国
内
崩
壊
に
ム
土
る
ま

C
そ
の
ド
闘
も
本
本
的
に
は
法
わ
ら
な
い
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九d
の
法
体
引
を
象
徴
的
に
九
一
ハ
ノ
司
体
抗
一
と
出
件

L
、

人
ま
か
い
ピ
丙
え
ば

九
一
心
守
間
後
ト
成
f
i
す
九
州
じ
ふ
近
代
何
家
の

ー
一
九
一
(
ひ
年
体
引
は

) 

0) 

弘
、

J

一

土
」
そ

三〉

の

山
は
倍
を
将
て
形
成
さ
れ
、
成
立
し
た
c

最
後
に
、
こ
の
什
に
つ
い
て
粗
措
し
、
本
橋
を
問
じ
る
こ
と
l
L

す
る



第

段
階
は
、

明
治
維
間
後
形
成
さ
れ
て
矢
作
一
円
円
十
人
近
代
国
家
の
法
涼
制
が

ー、ー、

L

J

'

J
ノ

f'

み
の
悲
ぷ
μ

一
す
る
天
皇
引
支
配
の
法
構
造
を
け
町

υ
し
ず
時
間
川
一
γ
あ
る

二
八
八
八
年
、

市
川
司
プ
町
村
剥

一
八
?
で
八
つ
年
府
足
利
一

L
か
し
泌

A

段
階
で
は

内
閣
仁
村
叫

主E

は
リ
出
品
ハ
九
州

yp
の
結
果
、

凶
行
が
延
期
さ
れ

丘
r

富
市
寸
断
の
川
吋
よ
叫
も
あ
り

刑
法
小
、
会
打

ル
ジ
コ
ア
ジ
ー
は
も
ち
ろ
ん
地
、
土
品
川
絞
も
は
治
的
之
町
階
級
ー
に
し
て

rfuυ
と
あ
っ

日
木
r今
川
本
、
+
義
確
!
げ
の
七
め
の
五
践
の
構
築
と
と
も
い
、

ワ
ル
ジ
一
コ
ア
ジ

l
与
山
地
ー
ム
ル
討
↓
殺
は

治
的
支
配
府
絞
と

L
E成
立
す
る
c

は
ほ
川
川
時
間
に
え
は
(

八
九
!
?
ー

門川frプ
州

凶
・
-
h
I

縮
施
わ
)

商
法
{
ヘ
九
九
乃
J

施
行

八
九
五

へ
布
川
ム
寸

一

1

1

が
制
定
公
布
さ
れ
る
c

円
本
は
、
情
民
地
帝
一
円
形
成
へ
の
治

歩
を
新
人
山
叫
す

ロ
レ
ド
午
、
し
司
令
斗
よ
じ
の
干

九}

の
第
段
階
で
あ

明
j 口

ー
の
帝
国
憲
法
を
法
的
浄
判

一
八
八
ぬ
年
、
良
接
決
ム
い

の
小
使
と
な
る
い
ん
法
・
商
法

子
形

被
丘
は

-
L
(
|む一
J
J

j

j

ィ

t
f
¥

U
J情
説
伎
の

一
九

C
C
r
T、
凶
品
川
に
政

九

日一一

h
引
ー
と
L
L

も
に

ヘ
}
忽
に
は
、

ー
ド
バ
制
右
け
に
し
町
ま
り
、

千
す
ヰ
ザ
小
、

σ
リ
立
丹
l
t

日
本
百
代
臣
家
の
法
体
制
協
同

ぶ
枯
ぽ
、
菅
井
l
J
い
ご
は
が
川
内
円
の
み
れ
当
相
、
託
行
4
、
発
行
J4、
主

I

人
に
つ
い
て
は
恋
名
、
払
川
設
ィ
正
行
、
サ
山
攻
、
設
行
年
ま
舟
山
円
、
後

は
初
出
仏
帯
以
勺
の
r
u
提
げ
マ
行
記
を
に
門
凶
作
山
?
J
て
い
る
戸
五
戸
り
の
み
T
下
明
信
な
場
行
、
刊
に
よ
事
パ
ツ
包
ヤ
品
士
、
著
日
円
が
復
技
あ
る
切
合
じ

は
、
日
数
、
叫
川
和
年
等
を
品
げ
L
悶
ぶ
し
て
い
る
-
ま
た
J
一へで学
v

つ
ど
L

辻
、
間
山
の
み
H
J
v
y
r、
科
げ
、
後
ゆ
寸
い
常
山
詫
4tJ
を
用
い
/
プ
一
と
を

川
町
駅
ー
し
て
い
の

ネ

ぶ
梢
の
穏
に
い
山
内
す
ゐ
先
行
研
究
1

〆
)
て
、
叩
μ
恥

i

一Z
雌

(
民
丹
市
山

rk、

己

π

~
役
、
伊
4

…

花
代
円
太
町
君
一
日
間
一
と
朝
鮮
怯
図
呈
m

呈
仏
等
の
u
i
A

品
、
巾
問
、
の
何
一
割
」

時
国
柁
ム
目
的
勢
br
地

炉
設
憎
い
1

人
や
め
ぐ
る
日
韓
剖
告

1 

一
j

町
三
匂
剖
五
六
号
、
一
つ
つ
刈
立
、
六

J
R以
下

九%、
j

ナ
人
一
』
、
、
下
ル
丙
ノ
f
ホ口

fv、

(
p
f

町
布
、
学
誌
は
、
絞
述
す
る
す
ふ
う
に

し
ァ
っ
し
カ
六
日
仏
は
、
一
九

一
口
二
年
以
涼
一
か
v

乍
げ
ら
れ
ふ
に

九
一
ヘ
)
年
の

td主
ご
は
、
十
八
ヘ
訟
の
凶
ロ
ょ
の

vr
円
一
一
は
ぶ
ま
コ
ヘ
止
ま
J

で
あ
っ
た
と
し
て

ぺ
一
牛
乃
一
弾
五
日
ゃ
ん
門
的
川
約
」
、
持
i
H計
三
礼
遇
山
部
芹
」
A

寸
か
ら
酔
一
利
す
れ
ば
、
三
公
併
の
ば
芦
は
、
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リ
ハ
ア
i
l
t

ま
「
一
二
l
M

た
」
考

x
t
い

ノ

、

ヘ

ぶ

稿

一

一

一

〕

た

ι
苦

悩

)

一
三
内
塚
山
川
氏
川
内
山
、

U
ト
が
揖
A

を
他
民
地
!
一
二
:
人
出
て
芸
人
い
J

り
か
か
わ
ら
司
併
合
と
い
、
ノ
あ
い
ま
い

4
弓
広

F
桜
美
諸
え
三
こ

し
を
批
判
さ
れ
て
い
る
一
中
塚
氏
は
、
さ
ら
に
そ
の
問
の
事
情
守
当
時
の
れ
持
有
政
投
同
R
A
H
H
h
U
川
仙
寺
が
「
喧
河
内
v

へ1
扶
院
減
に
隠

υ
↑
¥
常
国

向
上
の
一
部
と
な
る
の
ヲ
今
一
川
り
カ
に
オ
る
と
阿
肝
に
じ
、
の
お
判
的
余
り
に
川
副
早
川
仰
な
ら
ざ
A
V
f

主
了
子
屋
ば
ん
1
y

欲

L

て
一
戸
電
L

1
七
品
果

ャ
」
品
一
心
た
に
一
般

t

川市
f
ら
れ
同
九
九
一
る
υ
グ
f
を
w
v
y
p
T
J
得
策
と
一
止
め
件
ハ
コ
な
る
丈
ご
吉
川
哨
し
「
さ
で
以
後
会
人
f

戸
に
引
に
与
八
な
，
之
人

宇
士
川
吋
し
る
こ
こ
ζ

な
れ
い
り
一
戸
朝
一
一
v
f甘
い
け
府
外
手
局
長
、
小
松
」
布
切
、
的
外
務
ユ
ド
λ
u
u
い以外間一口
FVh者
一
人
十
日
一
年
月
十

H
一、

f

脊
畝
公
出
組

会
「
伊
脱
出
い
丈
い
い
一
色

f

良
川
仙
一
ヨ
風
当
一
一
男
一
九
七
二
年
、
ヘ
リ
一

fμ
ー

コ

一

刈

立

と

刊

べ

、

い

お

己

L
E
u
m
汁

さ

れ

て

い

る

中

ほ
『
近
代
H

木
と
明
昨
ド
(
温
室
、
九
六
九
午
、
九
八
升

)
1
7
u
ゴ
で
な
お
、

I
塚

1

己
木
一
川
代
山
~
川
町
A
Lト
y

明
朗
問
也
罷
吏
、
ナ
町
内
ん
主
編

一
一
時
日
h

川
八
円
」
コ
ヘ

J

年
と

U
本
の
座
主
2
7
1陪
民
地
ム
門

1
一
論
nu
一一点坐
h

r

」
け
本
当
一
ロ
占
、
一
コ
一
年
ー
一
戸
、

U
一h

も
参
印
さ
れ
た

L
o

u
#
v
t
で
ぽ
、

μ
「
〈
円
九
人
約
や
て
れ
い
三
フ
ア

ω
一
攻
f

第
一
次
日
持
協
約
の
d
J
J
紅
一
町
、
1
1カ
ー
人
勢
を
山
め
、
将
ぶ

ι
R
mり
市
議
と
な
っ
て
い
る
、

レ
口
わ
れ
ご
い
る

j
uぷ
:
I
Jり
、
一
」
の
日
出
じ
つ
い
て
議
市
が
あ
る
、

p

」
れ
ら
の
山
に
つ
い
て
九
忠
弘
、

rr
一
担
寛
、
ン
ゴ
ン

-
M
・
7
ウ
ン
タ

ノ
ク

J
J
H
国
間
合
レ
同
際
立
の
川
頭
|
|
間
際
汁
÷
の
洲
町
、
凶
京
論
と
糾
際
以
委
員
台
、
強
制
併
効
心
事
例
の

H
較
一
(
佐
川
y
九
時
e

t

J

索

活

]

尚
一
凶
際
共
ド
研
究
韓
国
日
へ

E
一
見
代

h
d
史
と
汁
除
九
三
r

J

円
丹
快
司
』
川
心
吉
右
、
。
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八
ノ
I
、
一
仁
二
照
以
」
の
お
一
揃
ね
た
よ

J

リ

び
戸
井
立
問
。
帝
何
二
÷
…
九

H
T命
的
片
外
戦
略
名
工
町
大
山
一
手
出
版
会
、
一
コ
一
'
寸
一
一
五
了
、
f

川
頁
を
い
投
出
さ
れ
た
u

r

山山

長
お
、
「
請
叩
市
川
へ
ぜ
な

ν
一
を
め
く
る
門
川
町
む
の
論
争
に
つ
い
と
は
百
出
火
佳
泊
討
を
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I
仏
代
日
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合
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ベ
パ
、
作

一C
(
J
r
r
T
4」h
P
R

さ
れ
れ
に
い
じ

。
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五

八

4
、
行

O
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(
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抑
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砂
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併
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に
詰
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日
皇
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処
沼
町
円
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」
円
ぷ
h
t
出
~
一
ヘ
リ
コ
九
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、

h
J日
J

、
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一
白
旗
/
倉
市
平
三
日
人
?
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判

対

議

政

鵠

一

合

μ
仰
い
い
昨
た
が
い
一
}
白
川
特
区
別
へ
け
し
ペ
ァ
，
っ
近
八
、
山
、
河

U
、
一
ハ
一
作
、
制
-
平
、
主
の
喧
一
川
併
合
土

5

3
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uの
川
詰
よ
↑
r
E
m
j
H
U
除
一
法
政
J
入
手
出
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刊
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、
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古
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同
上
ハ
九
七
H

A

〈

E
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車
城
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削

mJ汁
ご
J
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行

、

わ

山

H
j
五
一
訂
ド
コ

新
川
州
・
町
一
指
注
一

5
J

ハ
メ

ρ

、
L
O
向一
c

訊
城
氏
は
、
こ
の
設
計
今
、
拾
に
つ
い
ご
併
人
口
勺
川
の
「
1

木
の
肯
倒
的
fr
倖
子
一
心
↓
コ
ペ
ノ

心
同
ほ
と
で
あ
っ
た
~
レ
J
一
、
力
↓
一
年
科
の
一
一
品
不
の
十
校
な
訟
を
合
流
し
て
も
七
八
万

H
3と
む
し
か
な
カ
ッ
た
こ
と
を
存
、
ズ
ム
コ
レ
J
一
、

九
G
t円
が

し

か

じ
1ー
な
と
め
、
一
た
か
が
わ
か
る
」
(
何
l
、
同
一
民
と
述
べ
て
お
ム
れ
ァ
ベ

日
日
一
一
草
川
崎
目
削
舟
注
七
三
ハ
、
川
貞
I

五
二
百
F

空
間
「

二
三
司
上
、
五
阿
古
ハ

日
れ
〕
一
、
立
と
弓

(
H
~
同
上
五
九
支
九
/
一
民

一
『
山
、
川
上
、
五
六
R

l

l

-

ぃ貞叫

(
H
J
吋
上
、
ー
ハ
汀
ハ
ハ

へ
い
と
当
久
山
偏
之
介
「
1

八
正
刻
皇
t

J
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を
め
く
る
桁
争
(
エ
〆
|
|
亘
半
裁
川
令
年
下
公
示
此
範
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出
土
出
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純
増
抗
|
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一
社
公
料
戸
、
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号
、
九
八
二
午
、
ヘ
ハ
ノ
虫
、

ヘ
叩
日
と
同
日
広
郎
V

〈朴門{山村
J

い
い
↓
百
阿
吾
館
憲
政
資
料
三
け
尉
)
日
善
日
川
小
人
止
J
J
午
の
♀
tJ

三
む
し
相
川
端
と
「
公
ず
小
軌
誌
の
判
吃
L

寸
一
日
間

人
J

人
一
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抗
日
円
、
子
研
究
、
川
]
q
り
、
人
A

A
六
年
、
三
訂
以
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ヘ
ハ
行
一
J
台
前
ゆ
り
二
郎
ー
し
人
4
h

小
作
安
防
五
コ
n
M
帽
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r
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仁
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収
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刊
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1
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一
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、

t
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内
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丙
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訣
L

ζ
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す

る
見
貯
は
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氏
、
三
洪
九
ふ
る
涜

r
m
f
る
弘
臥
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(
京
稿
一
一
比
七
九
昭
一
公
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軌

r成」
H

三
円
、
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家
軌
副
L

の
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手
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況
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と
っ

y

l
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山
、
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川
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J
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解
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る
一
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転
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判
1
、
力
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f

り
つ
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会
河
川
一
。
一
か
し
、
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城
弐
が
工
ふ
れ
伎
の

ト
女
川
位
出
づ
け
は
「
亘
撲
な
の
か
台
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刀
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段
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な
ま
ま
じ
剤
投
b

、
れ
ア
ヘ
司
ト
、
七
ハ
什
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さ
れ
る
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見
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ふ
じ

4
お
、
二
の
い
+
官
制
度
再
立
渓
」
の
強
僻
な
一
人
二
〔
4

「
ノ
い
て
は
、
島
村
4

氏
(
問
戸
パ
品
工
1

守
敦
授
、
ぃ
取
t
l
法
制
モ
)
か
ヲ
叫

4tyグ

λ
ト
J
h」

J

一
町
、
刀
γ

同
社
い
出
品
「
ハ
休
民
i

人
端
、
引
伯
百
年
史
美
u

吉
」
第
八
巻
、
町
宮
号
、

1) D 8 

九
九
ャ
ハ
年
、

〆、
同

一

九

八
r
寸
一
ハ
~
り

H 
); 
r 
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れ
は
、
一
九
一
八
年
九
日
百
日
工
相
官
V
M
川
川
一
件
人
二
l

ふ
り
ど
常
室
川
皮
醤
芯
去
の
工
パ
泣
か
軌
融
」
が
糸
川
さ
れ
が
没
同
年
一
心
月

に
伊
な
邸
を
訪
ね
た
原
数
百
桁
心
汁

L

伊
東
日
か

1

炉
合
条
約
一

ζ

「
市
苫
を
見
け
一
た
が
ら
、
和
活
記
の
立
口
品
川
市

υ
5
1
1し
、
口
三
日
刊
粧
を
改

士
一
〆
る
こ
と
ー
一
よ
て
¥
吉
さ
起
さ
れ
る
事
J
U
X

を
叫
ぶ
ず
る
た
め
に
苧
げ
丈
問
題
1
℃
あ
ゐ
〔
川
制
的
f
t

は
、
守
至
制

K
F
E一
山
会
の
や
い
「
両
が
出
た

伐
の
い
ん
刈
で
あ
る
が
、
帝
室
制
一
品
T
怖
い
一
読
公
を
総
裁
と

L
て

4
T
L、
一
併
合
来
約
L

1

P

3

高
」
戸
主
り
、
王
公
広
の
凶
け
山
内
庁
中
い
を
羊
ド
ム

訟
と
し
た
叩
京
の
↓
忠
[
川
ん
の
刑
判
M
Y
に
み
J

れ
人
恨
の
恥
叫
ん
F
古
川
ア
え
れ
て
し
も
!
と
弔
え
り
れ
る
の
で
、
ご
こ

t

宗
げ

f

丘
一
前
制
、
7
(
刊M
G
沼
主
4
F

川
叫
丘
一
叫
前
持
、
」
同
三
一
一
円
(
百
ハ
叫

へ
笠
)
白
可
。
司
、
一
頁
ハ

山
ぺ
山
間
?
匹
、
一
一
一
弓
了
ヨ
)

(
叶
己
新
城
・
削
拐
、
円

)
f
u

、

コ

一

R

一
円
守
山
片
C

I

r

は
、
同

μ出
ム
古
川
一
ち
公
不
杭
拍
栄
一
山
内
人
ル
板
r
v
h
品
別
委
民
ノ
門
情
説

会
勺
川
品
注
(
刊
M
J
v
r
文
書
」
に
お
い
て
も
河
践
の
意
見
を
治
ベ
ι

他

険

給

U
二
副
書
ハ

i
z
r
事
項
一
一
捗
ル
刀
自
ユ
広
汎
ト
J

I

y

喜
寸
先
1

ノ
有
ス

ル
モ
ノ
二
戸
べ
と
v

、
、
靖
国
併
合
伐
約
一
コ
問
主
一
一
が
民
的
意
阪
を
有
?
一
ご
い
な
い
と
、
反
日
官
僚
ら
し
か
ら
ぬ
こ
と
も
込
べ
、

、ph
V
ピ

{
お
軒
、
1
・
制
局
注
へ
に
)
心
(
(
、
コ
ヘ
民
一
一
心

R
っ

へ
い
山
内
阿
久
・
前
渇
注
(
げ
」

(r一
、
引
会
利
〆
、
二
一
川
井
ソ
、
九
八

ud寸
、

一

八

良

品

。

前

弘

正

f

時
二
一

L

t

h

(

ら
方
法
川
川

、

と

九

百

ヘ訂
J

剖

川

明

。

司

、

ヘ
f
J
d
Hじ

(
民
一
九
一
八
平
八
円
け
の
打
開
公
上
公
一
不
軌
従
業
ニ
凶
ス
ル
が
需
院
特
別
委
同
ノ
相
談
会
L

(

苛
向
日
比
い
と
ド
沼
よ
4
一向)

(
叩
」
川
明
刑
期
日
太
つ
昨
お
研
究
矢
崎
、
素
山
彦
叫
一
山
口
市
!
慌
斤
川
の
山
山
吟
組
織
e

人
良
一
以
一
尽
に
い
巾
杭
炎
、
し
八
一
半
に
よ
ゐ

戸
川
一
一
同
町
]

J

会
内
心
伊
求
心
代
約
九
下
派
、
長
]
〕
会
、
一
仙
一
八
令
、
一
↓

h

以
っ
前
刻
、
仁
刊
〉
合
主
人
4
F
4
4

小
体

J4
一
可
。
削
婦
、
1
(

山
三
八
一

ム
川
氏
ピ
リ
パ
久
-

M

一
関
注
叶
川
、

f

」
、
ヘ
ペ
JfR-

(
川
社
紋
日
期
日
不
行
僚
制
削
L
九
八
品
目
相
、
泰
守
叫
払
什
(
河
川
」
~
よ
ゐ
。

ヘ
刊
日
山
口
析
官
民
九
一
読
議
事
録
』
第
一
コ
九
円
以
民
十
八
，

γ
出
版
会
、

べ

-
3

ヘ
〉
一
一
、
一
J

M

白川
J
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畑
町
山
J
ら
!
奏
J
K
L
」
一
y
L
公
平
軌
範
玄
L
を
受
け
眠
っ
た
波
多
町
は
、

λ

〕
年
一
一
刀
リ
ハ
一
)
九
ヰ

l
寺
す
る
と
向
性
J
h
叶
ハ
ム
京

軌
範
請
す
山
一
十
八
な
出
市
二
¥
一
路
大
炉
内
税
蒋
に
も
司
法
守
る
と
一
三
J
F
J
E
い
ニ
レ
に
氾
意
1

て
、
t
J
L
q
↓
川
紅
白
仙
以
ぃ
l

詩
人
r
u
い
の
忠
ロ
%
を
紋

寸
〆
る
た
め
、
寺
山
川
に
什
覧
し
ム
r
L
内
閣
じ
も

V4{戸
こ
れ
を
脊
K
町
、
同
つ
に
は

R
f
i一
年
土
と
の
日
仏
大
ピ
索
を
作
成
レ
ご
い
る
し
波
多
白
山

ム有

ζ
に
も
ド
ヤ
公
u
b
/
身
市
体
性
川
岸
氏
一
一
平
ジ
テ
M
V
語
一
寸
ル
I
6
1
f円
フ
共
ノ
毅
一
川
河
八
一
-
ス
ル
ハ
作
間
併
九
円
ノ
町
出
欠
布
七
一
づ
レ
タ

4
qん
川

ノ
民
一
正
悟
引
火
J
条
約
一
一
出
、
ノ
テ
民
ヲ
ザ
レ
サ
ル
市
ト
f
J
L
こ
凡
汚
れ

L
い
?
の

C
A
m
p
少
(
烏

-hい

i
、
ヘ
以
~
一

戸
川
一
一
草
川
崎
目
削
舟
注
七
三
ハ
、
(
ハ
〉
円
γ

へ
出
)
司
上
、
一
一
山
氏

T
日
常
日
制
改
長
一
議
会
と
析
需
院
の
紛
一
手
戸
古
川
午
)
に
つ
い
て
は
、
口
久
計
山
崎
正
(
い
U

」

一

て

人

ヒ

ヨ

U

、
い
れ
引
い
尚
日
一
口
、
一
ト
ス

九
h
♂
以
、
一
九

E

刑
判
判
れ
一
回
一
、
八
戸
ハ
以
1

、
ハ
リ
防
-
L制
約
什

{
I
J
一
ぺ
)
ぺ
J
川
、
八
玄
以
円
、
羽
域
・
前
掲
也
、
日
)
一
、
一
一

ハ
一
円
以

F
主
巷
目
さ
れ
た
レ
〕

(
出
J
伊
腰
、
〆
」
誰
氏
は
、
E
公
院
を
干
抗
れ
じ
け
保
正
処
法
、
ι
J
-
い
と
考
ズ
で
い
た
ら
ン
い
叫
却
の
草
吋
を
う
け
て
「
母
出
一
併
合
山
の
帝
巴
パ
三
川

十
半

'r典
範
に
ド
ア
L
r
h肌
い
つ
い
と
の
刷
出
別
な
出

IL
ー
か
な
い
~
、
と
存
埋
自
に
、
半
公
山
仕
は
苦
泊
人
民
一
と
司
当
こ
あ
る
な
と
の

1

一
ー
ド
h
か

ら
也
、
か
な
い
ノ
司
、
じ
っ
け
的
土
法
律
論
合
展
開
匹

1
た
の
で
志
ろ
も
て

v

」
(
戸
。
前
崎
正
ヘ
二
一
ハ
一
行
問
、
ヘ
へ
い
h
~
と
述
べ
て
お
A

り
れ
o
r
L
ぷ
之
、

前
一
日
羽
円
注
r
u
~
え
T

町i

へ
m
J
ん
一
¥
年
人
目
ハ
い

H
淵
会

1

正
公
挟
杭
軒
高
ヘ
一
一
刻
ス

U

ボ
需
品
特
A
N
互
い
百
円
ノ
和
談
会
つ
別
史
、
ど
お
~
ヰ
沼

γ

一
丈
ご
、
弓
リ
一
則
被
い
一
寸

市
)
、
一
つ
寸
乙
ご
の
さ
い
v
つ
い
に
は
、
浜
出
羽
区
前
回
問
r
h
も
日
慌
の
J
4
一
己
記
を
述
べ
て
い
る
(
げ
:
、
ペ
ゾ
川
叫
ん
1

一
門
ご
じ

(
叩
均
一
夜
ぷ

f

民
政
訟
は
ー
、
町
山
、
L

椛
?
入
社
、
一
九
パ
一
八
年
、
八
八
ロ
ー

(
却
」
例
え
ば
、
明
治
町
」
汀
九
日
、
竹
ハ
昨
い
草
乙
問
日
述
、
協
一
一
行
間
引
い
れ
比
一
舟
ν
H
ハ
持
三
品
三
十

7
山
一
円
J
f
三
時
逃
プ

γ々
ン
ム

戸
川
い
い
一
前
列
、
¥
日
)
介
富
y

人
吉
川
d
h
J
体
出
可
・
同
州
市
い

V
(
円
)
、
八
円
百
九
J

ヘ
札
)
「
J
吉
、
一
に
は
、
公
山
り
を
羊
主
い
恥
し
f
一
J
↑
七
、
r
I
公
吹
を
ヰ
池
山
レ
川
叫
叫
に
文
別
〕
な
が
J
、

J
A向
主
は
公
技
ル
刈
族
の
よ
行
仁

札
出
川
」
十
る
?
と
バ
¥
朝
刷
J
叫
が
を
y
h
内
に
定
め
よ
う
と

L
た
:
山
内
日
設
内
、
J
山
(
判
坤

γ
校
拒
注
一
一
ご
↓
一
パ
二
、
一
八
支
が
反
映

さ
れ
て
い
る
、
と
一
円
え
今
。
な
お
、
木
和
一
一
ヘ
J
R
E
ι
品
、

一
位
、
前
科
、
わ
(
j
J
巻
町
い
「

情_U<iL主! F.;-l r:i・1-122) 11;;2 〆201:L111 



へ
は
例
主
ハ
ぱ
、
一

z主
一
円
」
こ
は
、
大
r
Z
4
り
の
，
ア
孫
一
討
し
て
も
立
民
と
ど
一
礼
法
ず
る
な
ど
の
栄
潟
」

襲

J

て
、
反
く
l

大
出
今
「
紅
九
一

H
H

ば
喜
内
夜
十
ん
を
一
己
J
F
A
f
」y
w
y
f
h

、
十
六
品
作
悔
い
一
位
が
一
小
与
れ
い
て
い
る
、
一

(
U
J

九

ヘ

年

六

月

、

υ

閉
会
公
パ
ホ
引
乾
喜
一
間
ス
ル
特
別
委
J
R
ノ
相
談
会
に
お
け
る
べ
ん
一
円
(
戸
弘
行
。
凸
)
平
日
士
?
日
一
高

苛
掲
王
「
日
r
」、

n
hハ一J

(
一
び
こ
の
こ
と
は
、
南
東
が
一
常
至
制
度
再
査
vd
」
に
お
U
て
、
次
の
よ
う
一
述
、
て
し
む
こ
ー
か
り
も
分
に
実
訟
き
れ
る
一
泣
£
F
J
H

比
町

ス
井
戸
ニ
依
レ
パ
、
日
子
此
下
ハ
主
人
民
工
ト
姑
約
成
ソ
、
均
一
一
山
一
許
可
約
レ
タ
芯
カ
杭
ン
史
シ
一
ア
手
市
立
ノ
リ

l
t
ハ
、
共
ノ
私
町
一
向
ン

依
淫
ス
ハ
ヰ
規
定
ハ
耕
一
四
八
己
ピ
ブ
〆
/
ん
へ
U
V

一
ワ
ス
一
一
将
ゾ
ヘ
叶
止
M
k
f
J
ノ
絡
ん
h
-
二
日
ア
ハ
品
本
物
一
続
投
旦
族
況
扶
令
ノ
山
明
快
だ
ス
ル
所
主
主
ヨ
リ

ー
ム
れ
八
三
河
川
二
時
ス
川
崎
ム
ユ
ノ

J

ア
山
間
セ
ス

)
h
d
一ア
λ
?と
刀
書
出
ノ
地
ヲ
ザ
叶
ス
ル
ノ
庄
中
世
寸
ル
ハ
一
日
快
タ
庁
ル
川
寸
リ
「
)
」
(
円
出
リ
(
刊
日
)
へ
お
古
文

内
小
林
・
島
削
掲
注
印
)
、
ヘ
一
六
い
同

一r旬
、
戸
内
庁

t
F也
市
天
山
川
紀
諒
一
h

u
川
川
弘
jZ
町
、
一
弘
ヒ
司
、
舟
六
一
山
氏
{

j

川
刈
ハ
九
百

(
U
J

燃
井
良
快
宗
利

U

V

)

い
の
創
設
v

日
露
岐
後
円
市
民
侠
p
d
一

リ

ト

史

研

記

同

七

勺

、

一

ん

4

4

、
王
山
ハ
(
円
六

HJο

ヘ
ぷ
~
汁
よ
、
五
ム
パ
ヨ
c

{
州
日
へ
刈
}
日
、

h

山由戸ハ。

ヘ
日
苅
訪
日
立
三
↓
の
祝
み
ら
意
味
、
オ
札
束
こ
っ
三
い
ヘ
の
作
い
つ
意
味
者
に
つ
い
て
は
、
後
人
村
郎
(
ん
か
ら
刈
N
1
h
を
ハ
け
た

へ
巴
?
川
均
山
首
・
則
渇
注
判
)
「
絞
っ
正
、
明

ヘー川
J

J

川
〕
一
、
一

TAH--

↓占有八三

(
日
~
可
川
別
問
哨
鮮
f
L
U
錫
」
戸

る
子
一
一
一
同
)
「
l

小
政
一
対
↓
ム
ハ
現
時
ノ
玖
抜
方
一
(
山
p
h
注
「
刊
一
千
川
士
辛
口
」
と
お
、
一

-m
「
以
改
l
A

に
は
、
「
呂
内
町
次
ニ
刊
一
ア
ハ
別
段
ノ

日
山
崎
足
↑
ノ
千
モ
J
人

引

及

r
F
K
I
孔
↓
-
於
フ
ペ
什
技
二
十
叩
キ
諸
儀
巷
判
ノ
地
問
守
認
メ
々
リ
ー
一
日
ミ
れ
て
し
る
し

(
可
円
、
?
肌
託
、
八
八
九

l
t
)
r
h
h川
条
主
氏
六
品
位
ロ
ノ
ロ

h

H

ル
ノ
市
川
む
ア
リ
J
ヘ
ハ
星
川
二
到
、
/
忠
畑
山
川
悦
ケ
ト
点
ハ
利
宮
ヲ
以
一
ア
之
ヲ

慾
4
1
ン
主
ハ
/
主
ト
ヶ
ヰ
宇
ハ
υ
接
持
法
ノ
前
J
入
ハ
全
部
rF
府
庁
止
ン
書
ノ
科
脊
ス
ヘ
シ

一町、

ι
三
家
は
、
持
泊

t
r士
主
れ
と
い
た
が
、
公
桜
山
、
仏
〆
も
志
ま
れ

h

い
な
か
へ
と
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政
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一
、
ハ
九
1

R

j

仁
心
主
川
市
に
よ

新
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市
汁
一
一
三
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J

/
ハ
肖
八
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十
円
志
向

(
問
、
こ
の
一
戸
に

3
L
て
加
野
担
一
丈
氏
が
お
抗
さ
れ
た
、
次
内
事
実
広
一
一
豆
賢
治
、
あ
る

J

そ
れ
は
、
一
化
』
王

ι
の
敗
戦
に
有
一
一
、
、
パ
ー
ン
f
八
羽

t
h
を
そ
諾
ず
る
か
十
れ
か
に
つ
し
、
の
恥
会
議
に
、
斗
絞
以
外
f
h

人
の
f
f
公
拡

ζ
J
点
字
健
が
列
席
さ
け
つ
:
コ
れ
J
J

二
と
、
お
よ
び
豆

長
e

工
公
授
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